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熊本地震の復興支援のため

 熊本県御
み ふ ね

船町へ町職員を派遣しました Topics

今年 4 月14 日に発生した熊本地震から約３か月がたとうとしています。

いまだ避難所生活を続けている方々が多数いる状況の中、少しずつ生活

再建に向けた取組が行われています。

　町は、熊本地震復興支援として、７月21日から 29 日にかけて熊本県御船

町へ町職員１名を派遣し、現地で「家屋被害認定調査」を行ってきました。「家

屋被害認定調査」は、地震や風水害等の災害により被災した住宅の被害の程度

（全壊、半壊等）を認定するもので、この認定結果に基いて被災者支援策を受

けるために必要な「罹
り さ い

災証明書」を発行します。熊本県御船町は、熊本地震にお

いて最大震度６弱を記録し、

５千棟以上の家屋が被害を

受けています。今回支援に

あたった町職員は、「７日間

という短期間でしたが、少

しでも復興の力になれれば

と参加しました。今回の経

験を当町行政にいかすこと

を考えながら、今後も被災

地の復興を見守っていきた

いです。」と話しています。

Topics
第 58 回　長野県消防ポンプ操法大会

 第二分団仁之倉班が長野協会代表として出場

お母さん
のメッセージ
　　付き！

 　げ ん き っ こ

 Genkikko
　　　１歳半児健診に来てくれた
　　　　　おともだち

９月
井
い は ら

原 直
な お や

也ちゃん（古間）
お母さん：美穂さん

みんなに笑顔をありがと
う。いっぱい遊んで大きく
なってね。

BOY

高
た か ぎ

木 鈴
す ず ね

音ちゃん（柏原）
お母さん：鮎美さん

いつもやんちゃで元気

いっぱいなすずちゃん。

お兄ちゃんやお友達と仲

良くたくさんあそんでね。

GIRL

仲
なかた

田 聖
せいりゅう

琉ちゃん（古海）
お母さん：美加さん

聖琉の笑顔が大好きだ
よ！強くて優しい大きな
子に育ってね。

BOY

和
わ だ

田 侃
か ん た

大ちゃん（富濃）

お母さん：かな子さん

いつもお姉ちゃん
お兄

ちゃんが近くにいて
甘え

ん坊な侃大。強くて
優しい

男の子になってね。

BOY

問税務会計課 税務係☎（２５５）５９２１

信濃町防犯協会総会を開催・長水防犯協会連合会より表彰状

 地域の安全・安心のため活動しています
Topics

問総務課 庶務係☎（２５５）３１４３

信濃町防犯協会の総会が 7 月26 日、信濃町役場で開催されまし

た。総会には防犯協会員約 40 名が参加し、本年の防犯活動の

重点目標確認や信濃町交番 田中所長による「特殊詐欺の現状と被害

に遭
あ

わないために」と題した研修会を行いました。

　また、6 月 20 日には長野市で信濃町防犯協会の上部組織であ

る長水防犯協会連合会の総会が行われ、町より１名に感謝状、５

名に防犯功労者表彰状が授与されました。信濃町防犯協会は、今

後も町民の安全・安心のため活動していきます。

感謝状
佐藤 一正さん（前消防団長）

第58 回長野県消防ポンプ操法大

会が７月 31 日、小海町の総合

グラウンドを会場に開催されました。

ポンプ車操法の部には、長野消防協

会大会を勝ち抜いた第二分団仁之倉

班が出場。全県から選抜された 12

チームと、早さ・正確さ・士気などの

ポンプ車操法の技術を競い合いまし

た。結果は 10 位で、練習の成果を

発揮してキレのある操法を披露しま

した。

　また、今年は女性によるポンプ操

法の部に信濃町消防団女性隊が出場

し、練習を積んだ正確なポンプ車操

法を披露しました。

　今年度も長期にわたる早朝練習に

取り組んできた団員のみなさん、お

疲れ様でした。

須
す ざ か

坂 菫
すみれ

ちゃん（熊坂）
お母さん：奈々さん

すみれのかわいい笑顔にみ
んないやされているよー。
笑顔のすてきな女性になっ
てね！

GIRL
家屋の被害を１つひとつ確認しました

防犯功労者表彰
松木 忠一さん　中村 信光さん　井澤 啓司さん

伊藤 吉治さん　丸山 良典さん

◎受賞者名◎

いまだ手つかずの被害家屋が数多く残っていました
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町からのお知らせ９ Sep

契
約
に
つ
い
て
困
っ
た
場
合
は
相
談
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

相談

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
と
は
「
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

一
旦
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
「
よ
く
考
え

た
ら
必
要
な
か
っ
た
」「
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
契
約
を
辞

め
た
い
」
な
ど
と
思
っ
た
ら
、
法
で
定
め

ら
れ
た
項
目
が
記
載
し
て
あ
る
書
面
を
、

業
者
か
ら
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
理
由
を
問
わ
ず
一
方
的
に
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
と
、
契
約
は
最
初
か
ら
無

か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
支
払
っ
た
代
金
は

全
額
返
金
さ
れ
、
違
約
金
等
も
請
求
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ー

ス
に
よ
り
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
町
総
務
課

庶
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
商
取
引
法
な
ど
法
律
や
約や
っ
か
ん款
な
ど
の
定
め
の
あ
る
場
合
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
理
由
を
問
わ
ず
、
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大

年金平
成
28
年
7
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
付
猶
予
申
請
が
可

能
な
方
の
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎（
２
５
５
）６
８
２
０

訓
練
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
）
を
送
信
し
ま
す

日
頃
の
訓
練
で
大
規
模
災
害
に
備
え
る

防災

　
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
昨
今
、

災
害
は
極
め
て
身
近
な
問
題
で
す
。
大
規

模
災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
は
柏
原
地
区
を
重
点
に
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
自

身
や
家
族
の
命
を
救
う
訓
練
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程
　
９
月
４
日
日
　
午
前
９
時
～

■
場
所
　
柏
原
地
区
各
会
場

■
内
容

　
消
防
信
濃
町

分
署
・
消
防
団

員
が
、
避
難
経

路
を
考
え
る
図

上
訓
練
や
災
害

時
の
対
応
を
考

え
る
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

９
月
11
日
に
北
し
な
の
線
の
全
駅
（
７
駅
）
で
合
同
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

黒
姫
駅
・
古
間
駅
で
も
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
開
業
　
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線

開
業
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

イベ
ント

　
開
業
１
周
年
を
迎
え
た
北
し
な
の
線

の
沿
線
市
町
お
よ
び
沿
線
活
性
化
推
進

団
体
ら
が
連
携
し
て
、
駅
前
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
今
ま
で
北
し
な
の
線
を

利
用
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
方
も
、
利
用

し
て
き
た
方
も
、
降
り
立
っ
た
こ
と
の
な

い
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
北
し

な
の
線
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日
時
　
９
月
11
日
日 

／ 

各
駅

10
時
～
16
時
頃
ま
で

■
会
場

　
北
長
野
駅・三
才
駅・豊
野
駅・牟
礼
駅・

古
間
駅
・
黒
姫
駅
・
妙
高
高
原
駅

■
内
容

　
北
長
野
駅
～
妙
高
高
原
駅
で
、
各
駅

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
北
し

な
の
線
乗
り
降
り
自
由
の
フ
リ
ー
切
符

を
利
用
し
て
、
北
し
な
の
線
を
巡
り
、
各

駅
の
イ
ベ
ン
ト

を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
詳
し

い
内
容
は
、
当

日
駅
で
配
布

さ
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
特
別
イ
ベ
ン
ト

　

妙
高
高
原
駅
９
時
07
分
発
の
長
野
行

き
の
電
車
内
で
特
別
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

◎
黒
姫
駅
イ
ベ
ン
ト

①
と
う
も
ろ
こ
し
プ
レ
ゼ
ン
ト･･･

フ

リ
ー
切
符
を
お
持
ち
の
方
に
１
本
無
料

配
布
／
限
定
２
０
０
本
／
販
売
会
あ
り

②
と
う
も
ろ
こ
し
早
食
い
大
会･･･

成

績
優
秀
者
に
は
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
／

12
時
～
13
時
／
参
加
料
50
円

③
電
車
も
ろ
こ
し
に
挑
戦
！･･･

茹
で
も

ろ
こ
し
を
剥
い
て
、
ど
れ
だ
け
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
競
い
ま
す
／
14
時
30

分
～
15
時
30
分
／
参
加
料
50
円

④
駅
そ
ば
の
ふ
る
ま
い･･･

フ
リ
ー
切
符

を
お
持
ち
の
方
に
そ
ば
を
ふ
る
ま
い
ま
す

／
限
定
１
５
０
食

⑤
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス･･･

S
O
P

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
／
13
時
～
13
時
30
分

⑥
黒
姫
ト
レ
イ
ン
パ
ー
ク
ス
ト
ラ
イ

ダ
ー
カ
ッ
プ･･･

一
茶
ふ
る
さ
と
広
場
で

２
歳
以
上
の
未
就
学
児
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ

問
産
業
観
光
課 

商
工
観
光
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
４

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

近
年
町
内
に
お
け
る
「
空
き
家
」
が
増
加
し
て
お
り
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ま
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

調査

　
町
と
し
て
早
急
に
対
応
策
を
と
る

べ
く
、
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業

者
の
調
査
員
が
、
道
路
か
ら
空
き
家
目

視
調
査
お
よ
び
記
録
用
写
真
撮
影
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
身

に
つ
け
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
お

り
、
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や
料
金
の
請

求
行
為
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間
　
平
成
28
年
９
月
上
旬
～

10
月
下
旬
／
平
日
９
時
～
17
時
ま
で

■
調
査
業
者
　
東
日
本
総
合
計
画
（
株
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
め
や
す
　
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
前
年
所
得
＝
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

９
月
４
日
に
柏
原
地
区
を
重
点
と
し
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ダ
ー
大
会
！
レ
ン
タ
ル
も
あ
る
の
で
初
心

者
大
歓
迎
！
／
13
時
30
分
～
14
時
30
分

⑦
一
茶
句
碑
め
ぐ
り
・
一
茶
記
念
館
案
内

･･･

一
茶
ふ
る
さ
と
案
内
人
が
句
碑
・
記

念
館
を
案
内
／
10
時
～
11
時
20
分
、
14

時
～
15
時
20
分

⑧
鉄
道
遺
構
案
内･･･

全
国
で
も
珍
し
い

黒
姫
駅
付
近
の
転
車
台
を
案
内
／
12
時

～
12
時
30
分
、
15
時
～
15
時
30
分

⑨
鉄
道
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！･･･

鉄
道
ク

イ
ズ
に
答
え
て
成
績
優
秀
者
に
は
景
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
／
10
時
～
16
時

⑩
東
京
音
楽
大
学
・k

く

ろ

ひ

め

urohim
e

ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト･･･

今
回
の
た
め

に
特
別
編
成

さ
れ
た
東
京

音
大
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
／

11
時
20
分
～

50
分
、
15
時

30
分
～
16
時

⑪
一
茶
通
り
駅
前
商
店
限
定
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー･･･

駅
前
商
店
を
回
遊
し
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
で
特
典
ゲ
ッ
ト
！

⑫
モ
ト
ホ
ン
ヤ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト･･･

モ

ト
ホ
ン
ヤ
で
北
村 

優
希
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
／
10
時
30
分
～
11

時
、
14
時
～
14
時
30
分

⑬
花
ポ
ッ
ト
引
換
券
プ
レ
ゼ
ン
ト･･･

町
民
限
定
で
花
ポ
ッ
ト
引
換
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
！
／
先
着
２
０
０
名

◎
古
間
駅
イ
ベ
ン
ト

①
６ム

サ

シ
３
４
に
の
っ
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

頂
上
に･･･

海
抜
６
３
４
㍍
の
台
に
乗
っ

て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
同
じ
高
さ
に
な
ろ

う
！
／
常
設

②
古
間
戸
草
ト
ン
ネ
ル
案
内･･･

土
木

学
会
か
ら
土
木
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ

た
１
３
０
年

の
歴
史
あ
る

旧
戸
草
ト

ン
ネ
ル
を
案

内
／
10
時

～
10
時
50

分
、
14
時

10
分
～
14

時
45
分

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
１

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
４
３

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
２

北しなの線

スタンプラリー
当日は、北しなの線の各駅でスタンプを集め
て限定グッズをゲットしよう！

　　　　　２個集めると･･･先着で
　　　　　イベント限定缶バッヂ
　　　　　５個集めると･･･激レア！
　　　　　しな鉄グッズ抽選券
※限定グッズ交換の際は、三才駅・牟礼駅・黒姫
駅のいずれかにお越しください。

長野駅～妙高高原駅間が乗り降り自由の

北しなの線
フリー切符

をご利用ください！

　  有効期限　　乗車日当日限り有効
　  ご利用期間　北しなの線（長野～妙高高原間）

　  料金　　　　1，000 円

 当日は
総合体育館入口前～黒姫駅
 間で無料シャ
 トルバス運行

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/

SHINANO  2016.9.1 4SHINANO  2016.9.15



舞
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、私
達

の
通
報
と
依
頼
に
対
し
、行
政
当

局
と
猟
友
会
の
み
な
さ
ま
に
は
対

策
で
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
安
全
に
猟
銃
を
扱
い
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
方

は
、役
場
の
産
業
観
光
課
が
協
議

会
と
猟
友
会
の
事
務
局
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
長
野
県
農
業
技
術
課
で
は
ネ
ッ

ト
と
電
気
柵
で
主
要
な
獣
種
の
侵

入
を
防
げ
る
こ
と
が
で
き
る「
長

野
式
電
気
柵
」を
開
発
し
ま
し
た
。

柵
の
シ
ス
テ
ム
は
ネ
ッ
ト
の
高
さ

が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク（
F
R
P
）製
の
支
柱

と
専
用
ク
リ
ッ
プ
を
開
発
し
製
品

化
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
電
牧
器

関
連
を
除
い
た
経
費
で
１
メ
ー
ト

ル
当
た
り
７
０
０
円
弱
と
の
こ
と

で
す
。
詳
細
は
５
月
29
日
付
の「
日

本
農
業
新
聞
」を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　
人
と
獣
を
隔
て
る
境
界
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
が
利
用
し
て
い
た
里

山
が
奥
山
と
の
間
の
緩
衝
帯
と
し

て
農
地
・
住
宅
と
の
間
に
あ
り
、一

定
程
度
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
・
林

業
の
衰
退
・
食
文
化
の
変
遷
と
と
も

に
、見
渡
し
の
効
く
里
山
は
、手
入

れ
の
届
か
な
い
か
つ
て
の
奥
山
に

変
貌
し
ま
し
た
。
人
社
会
が
数
歩

譲
歩
し
、草
刈
り
場
や
耕
作
放
棄

地
の
再
度
の
利
用
を
計
画
的
に
行

う
循
環
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
で
あ

り
、農
業
に
携
わ
る
者
が
主
体
と

な
り
、地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
行
う
事
業

に
思
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
平
成
28
年
は
農
協
法
と
併
せ
て

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、農

業
委
員
会
の
制
度
は
４
月
に
改
正

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
濃
町
農

業
委
員
も
旧
法
に
基
づ
い
た
公
選

法
の
制
度
に
よ
る
委
員
は
、平
成

29
年
３
月
31
日
に
任
期
終
了
と
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、信
濃
町
長

が
１
月
中
に
公
募
に
よ
る
候
補
者

と
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
に

「
推
薦
」を
求
め
る
候
補
者
を
定
数

の
中
で
定
め
、平
成
28
年
度
末
ま

で
に
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
新
農
業
委
員
に
は「
認
定
農
業

者
」が
含
ま
れ
る
こ
と
と「
農
業
の

利
害
関
係
者
以
外（
＝
農
業
に
従

事
し
て
い
な
い
）」の
方
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
表
に
顕

あ
ら
わ

れ
る
象
徴
的
な「
農
業
委
員
」制
度

を
大
き
く
改
正
す
る
第
１
の
側
面

で
す
。

　
併
せ
て「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
」を
地
域
ご
と
に
委
嘱
し
、

農
地
の
集
団
化
や
農
地
利
用
の
集

積
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」は
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
活

動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
第
２
の

側
面
と
な
り
ま
す
。
信
濃
町
に
お

い
て
は
、重
点
的
に「
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
」（
端
的
に
は
土
地

改
良
事
業
を
実
施
し
た
地
域
等
）

で
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
止
と

そ
の
解
消
活
動
や
新
規
参
入
就
農

者
の
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な

り
、全
国
的
に
就
労
世
代
人
口
の

逓て
い
げ
ん減
と
高
齢
者
継
続
就
労
傾
向
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、対
比
的
な
観

点
で
主
要
で
な
い
中
山
間
地
で
は

就
農
者
の
相
対
的
減
少
と
限
界
集

落
が
顕
現
化
し
危
機
的
集
落
や
超

限
界
集
落
が
現
実
的
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」は
話
し
合
い
と

合
意
に
基
づ
く
集
落
営
農
の
必
要

性
と「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で
現
在

を
含
め
数
年
先
を
見
据
え
る
中
で

そ
の
地
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、担
い
手（
認
定
農
業
者
、

法
人
、集
落
営
農
）に
集
約
す
る
こ

と
と
並
行
し
て
農
地
利
用
の
適
正

化
を「
農
地
中
間
管
理
機
構
」と
連

携
し
て
集
積
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
も

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、数

十
年
言
わ
れ
続
け
て
い
る
面
的
な

集
積
が
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
大
型
農

機
具
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
作
業
中
、農
機
具
の

周
辺
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、搬
送
車

両
か
ら
の
乗
り
降
り
と
圃ほ

ば場
の
出

入
り
で
は
、命
に
関
わ
る
横
転
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
身
体
管

理
と
十
二
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、圃
場
内
の
農
機
具
故
障

は
作
業
日
程
の
遅
延
や
薄
暮
時
の

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
作
業
期
前
の
整
備
に

万
全
を
期
す
こ
と
や
作
業
前
後
の

農
機
具
点
検
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

過
労
等
を
割
け
る
な
ど
の
体
調
管

理
に
配
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
冒
頭
の
降
雪
は
経
験

を
し
た
こ
と
が
な
い
小
雪
に
終
わ

り
ま
し
た
。
水
稲
の
大
切
な
時
期

に
揚
水
ポ
ン
プ
を
動
か
す
必
要
が

来
る
で
あ
ろ
う
、そ
の
時
期
は
６
月

中
旬
か
ら
だ
ろ
う
と
漠
然
と
し
た

不
安
を
お
ぼ
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
危
惧
は
代
掻
き
の
５
月
に
始
ま

り
ま
し
た
が
、町
内
の
数
少
な
い
地

域
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
自
然
の
力
は
偉
大
で
畏い

ふ怖
の
思

い
す
ら
呼
び
起
こ
す
も
の
で
、人
知

を
超
え
る
脅
威
を
も
た
ら
す
こ
と

が
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
が
、今
年

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

心
配
す
る
サ
イ
ク
ル
か
ら
す
る
と

平
成
29
年
は
冷
害
が
発
生
す
る
年

と
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、農
業
共
済

の
筆
の
漏
れ
落
ち
が
な
い
よ
う
に

農
地
の
利
用
権
設
定
と
更
新
を
早

目
に
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
春
か
ら
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
初
め
は
４
月
14
日
の
夜
に
始

ま
り
、熊
本
県
益
城
町
を
震
源
と

す
る
熊
本
大
分
地
震
は「
震
度
７
」

を
記
録
し
、人
的
に
は
直
接
49
人

の
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
ご
家
族
の
み
な
さ

ま
方
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
。
息
を
飲
む
ほ
ど
多
く
の
方
々

が
罹り

さ
い災
さ
れ
ま
し
た
。
お
見
舞
い

を
心
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
仮
設

住
宅
の
建
設
や
安
心
で
き
る
生
活

の
回
復
等
、速
や
か
な
復
興
と
農
業

関
連
も
含
め
経
済
全
体
の
復
旧
を

お
祈
り
し
、農
業
委
員
も
お
見
舞
い

を
送
付
し
ま
し
た
。
　

　
昨
年
27
年
は
山
の
中
に
ク
マ
の

主
要
な
食
物
と
な
る
ブ
ナ
類
や
ナ

ラ
類
の
木
の
実
が
豊
富
で
あ
っ
た

と
の
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
と
異
な
り
ま
す
。
東

北
地
方
で
は
子
連
れ
の
ク
マ
が
多

く
出
没
し
、予
期
す
る
余
裕
の
な
い

ま
ま
に
ク
マ
に
遭
遇
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
し
た
。
秋
田
県
に

お
い
て
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
事
故

が
多
発
し
ま
し
た
。
ま
た
気
温
が

高
め
に
推
移
し
て
い
ま
す
の
で
、山

の
中
で
は
ク
マ
の
食
料
と
な
る
も

の
が
早
め
に
無
く
な
る
可
能
性
が

高
く
、入
山
時
や
農
作
業
時
で
も
細

心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
鈴
や
ラ

ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
が
自
衛

措
置
に
通
じ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昨
年
7
月
の
西
伊
豆
感
電
死
と
自

殺
は
、衝
撃
で
し
た
。
悲
劇
の
二
の

信濃町　 農業者の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第49号

地
域
農
業
の
発
展
の
た
め

農
業
委
員
会
長  

須
藤 

照
雄

芝
を
活
用
し
た
畦
畔
管
理
の
省
力
化

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
　
　
　
百
瀬
　
文
貴

市町村長 農業委員会

農業委員 農地利用最適化
推進委員

地域の農業者や農業団体など
推薦・公募

任命 委嘱同意市町村
議会

図1. 農業委員、農地利用最適化推進委員の選任方法イメージ

農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が
議会の同意を得て任命する方法になります。（農委法 8条）
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農
作
物
の
収
穫
も
進
む
中
、ク

マ
の
出
没
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
も
、ク
マ
対
策
は
十
分
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
時
の
注
意
点

■
作
業
中
に
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
の

出
る
も
の
を
携
帯
し
、自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。

■
ク
マ
の
出
没
情
報
に
留
意
し
、

ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
、周
囲
に
気

を
付
け
る
こ
と
。

■
ク
マ
は
、空
が
開
け
て
見
通
し

が
良
く
、明
る
く
て
身
を
隠
せ
な

い
環
境
を
嫌
い
ま
す
。
被
害
農
地

を
調
べ
ま
す
と
、ほ
と
ん
ど
の
場

合
、山
林
や
藪や

ぶ

と
接
し
て
お
り
、ク

マ
が
身
を
隠
し
な
が
ら
畑
ま
で
出

没
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
藪や

ぶ

の
刈
り
払
い
や
林
の
手
入

れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
明
る
く
空

が
開
け
た
ス
ペ
ー
ス
を
目
安
と
し

て
30
メ
ー
ト
ル
以
上
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。
ク
マ
の
被
害
に
遭
い
に

く
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、そ
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
な
い
畑
は
被

害
に
遭
う
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
電
気
柵
等
を
設
置
し
て
被
害

防
除
を
行
い
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
作
付
を
避
け
る

こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

■
頻
繁
に
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域

に
お
い
て
は
、で
き
る
だ
け
単
独

で
の
作
業
は
避
け
る
こ
と
。

誘
引
物
の
除
去
が
重
要

■
ク
マ
を
誘
引
す
る
生
ご
み
や
野

菜
・
果
実
の
廃
棄
残ざ

ん
さ渣

等
は
、穴
に

埋
め
て
見
え
な
く
す
る
・
臭
い
の
発

生
を
抑
え
る
な
ど
適
切
な
処
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

■
ク
マ
は
収
穫
物
収
納
庫
に
入
り

込
ん
で
採
食
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、収
納
庫
は
き
ち
ん
と
施
錠
す

る
な
ど
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
。

■
草
刈
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
の
揮き

は
つ発
性
物
質
も
、ク

マ
の
誘
引
物
と
な
る
た
め
、保
管

場
所
等
に
注
意
す
る
こ
と
。

　
以
上
の
点
に
注
意
し
、ク
マ
が

出
没
す
る
環
境
を
作
ら
な
い
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

も
し
も
ク
マ
に
遭
遇
し
て

し
ま
っ
た
ら
、・・・

◎
遠
く
に
ク
マ
が
い
る
場
合

■
落
ち
着
い
て
ク
マ
か
ら
遠
ざ
か

り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、子
連
れ
の
ク

マ
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
突
発
的
な
出
会
い
の
場
合

■
状
況
を
見
極
め
、冷
静
な
判
断

が
必
要
で
す
。
基
本
的
に
は
戦
う

こ
と
は
避
け
、ク
マ
か
ら
離
れ
る

努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
走
っ
て
逃
げ
る
こ
と
は
な
る
べ

く
避
け
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
は
逃
げ

る
も
の
を
追
う
習
性
が
あ
り
ま
す
。

　
長
野
県
全
体
で
も
８
月
か
ら
10

月
に
ク
マ
の
人
身
被
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
十
分
に
警
戒
し
農
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

  

編 

集 

後 

記

　
盛
夏
期
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
信

濃
町
の
気
温
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
を
記
し
て
み
ま
す
。
当
町
は

30
度
を
超
す
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
く

ら
い
他
の
地
域
と
比
較
し
て
気
温

が
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
国

道
18
号
線
を
走
行
し
て
み
る
と
道

脇
に
温
度
計
が
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
を
見
な
が
ら
長
野
方
面
よ
り
当

町
に
入
る
と
気
温
が
善
光
寺
平
よ

り
３
～
５
度
は
低
い
の
で
す
。
こ
の

低
い
温
度
は
作
物
、
植
木
等
の
育

ち
具
合
に
必
ず
影
響
す
る
筈
で
す
。

植
木
を
例
に
と
れ
ば
花
水
木
、
樫

等
は
見
え
ま
せ
ん
。
あ
っ
て
も
満
足

に
育
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
冬
の
低
温

で
育
ち
を
悪
く
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

【
編
集
委
員
】

石
川　

清
孝　
　

 

徳
脇　

準
一

出
川　

善
治　
　

 

小
林　

重
利

小
林　

惠
子

農
作
業
中
の
ク
マ
に
注
意
！

■農業者年金のお知らせ

あなたも農業者年金に加入しませんか
少子高齢化時代に強い積み立て方式の年金です。保険料
の額は自由に（月額2万円～）決められます。
終身年金で80歳までの保証つき
保険料の全額社会保険料控除など税制面の優遇措置も

【加入要件】　1６０歳未満／2国民年金第１号被保険者
／3年間６０日以上農業に従事
上記の要件を満たす人は誰でも加入できます  　

問信濃町農業委員会　☎（255）6822

■利用権設定件数及び面積
区    分 設定別 件数 筆数 面積㎡

田

新規
賃 貸 借 41 117 185,525

使用貸借 9 25 37,752

再設定
賃 貸 借 88 169 316,087

使用貸借 22 54 76,147

合計 160 365 615,511

畑

新規
賃 貸 借 3 14 56,094

使用貸借 2 7 13,529

再設定
賃 貸 借 7 18 42,584

使用貸借 10 23 72,389

合計 22 62 184,596

新規
賃 貸 借 44 131 241,619

使用貸借 11 32 51,281

再設定
賃 貸 借 95 187 358,671

使用貸借 32 77 148,536

合    計 182 427 800,107

■公表 (平成 27年10月～平成28年 3月)

■農地法第３・４・５条申請件数及び面積
３条 ４条 ５条

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡

10 月 1 5,456 ー ー ー ー

11 月 2 6,049 ー ー ー ー

12 月 3 7,998 ー ー 1 769

  １月 2 16,866 ー ー ー ー

  ２月 5 9,980 1 216 ー ー

  ３月 2 25,022 1 50 ー ー

合  計 15 71,371 2 266 1 769

■農地法第４・５条転用目的別件数及び面積
宅地等 工場、資材置場 植林その他 計

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡

4 条 1 261 ー ー 1 50 2 311

5 条 ー ー ー ー 2 769 1 769

計 1 261 ー ー 2 819 3 1,080

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

池
田 

富
幸

　
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、農
地

の
利
用
状
況
調
査（
農
地
法
第
30

条
・
農
委
法
第
35
条
）を
行
い
、遊

休
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
農
地
の
解
消

を
進
め
て
い
ま
す
。
近
年
、高
齢

化
お
よ
び
後
継
ぎ
が
い
な
い
、相

続
人
が
町
外
に
い
る
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
、農
業
の
継
続
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、

農
業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
農
業
委
員
会
で
は
、農
地
中
間

管
理
機
構
に
貸
付
を
依
頼
す
る
こ

と
で
、担
い
手
に
有
効
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、農
業
委
員
の

担
当
地
区
を
４
班
に
編
成
し
、農

地
利
用
意
向
調
査
に
基
づ
く
農
地

の
確
認
で
、耕
作
放
棄
地
等
の
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

芝
を
活
用
し
た
畦け
い
は
ん畔
管
理

ー
省
力
化
実
証
の
中
間
検
討
会
を
開
催
ー

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
　
　
　
百
瀬 

文
貴

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
よ
り
、

信
濃
町
農
業
委
員
会
、役
場
、
J
A

と
協
力
し
、昨
年
度
か
ら「
芝（
ベ

ン
ト
グ
ラ
ス
）」を
水
田
畦
畔
に
定

着
さ
せ
、雑
草
を
抑
え
る
実
証
を

行
っ
て
い
ま
す
。
播
種
か
ら
１
年

が
経
過
す
る
今
年
７
月
25
日
に
、

中
間
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
実
証
畦
畔
で
は
、昨
年
８
月
上

旬
に
信
濃
町
で
除
草
と
堆
肥
の
散

布
を
行
い
、下
旬
に
播
種
を
実
施

し
ま
し
た
。
翌
月
に
は
、発
芽
状

況
を
見
な
が
ら
、種
子
の
追
い
播

き
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、春
先
に
生
育
の
劣
る

部
分
に
追
肥
を
行
い
、広
葉
雑
草

の
防
除
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
信
濃
町
２
か
所
の
実
証
畦
畔
の

他
、独
自
に
取
り
組
む
農
業
委
員

さ
ん
の
畦
畔
も
見
せ
て
頂
き
な
が

ら
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

雑
草
も
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

高
刈
り
を
行
う
こ
と
で
繁
茂
を
抑

え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
日
同
席
し
た
県
の
専
門
技
術

員
か
ら
は
、「
出
穂
期
の
穂
刈
や

追
肥
に
よ
り
、比
較
的
良
好
に
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
定
着
す
る
ま

で
、播
種
後
２
～
３
年
は
雑
草
駆

除
の
た
め
の
手
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
。」と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
引
続
き
、関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、芝
の

定
着
経
過
を
調
査
し
て
参
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
ま
た
は
長
野
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃場主にも同席いただき、現地巡回を実施
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ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
す
る
姿
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
気
持
ち
よ
く
そ
ば
打

ち
体
験
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
よ
い
学
習
が
で
き
た
そ
ば
打
ち
体

験
で
し
た
。

（
子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
）

●
キ
ャ
ン
プ
の
１
日
目
で
そ
ば
打
ち
体
験

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
番
思
い
出
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
一
か
ら
作
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
作
っ

て
い
る
と
き
に「
う
ま
い
ね
。」「
家
で
作
っ

て
い
る
の
？
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
く
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

●
今
日
は
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

ば
打
ち
や
植
物
園
に
最
初
に
行
き
ま
し

た
。
そ
ば
打
ち
は
２
・
３
回
や
っ
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
少
し
作
り
方
が
違
っ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
ね
る
時
に
か
た

く
て
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
と
ま
る
と

楽
し
か
っ
た
で
す
。
切
る
時
も
手
本
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど

い
い
太
さ
で
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

ば
は
自
分
で
作
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
い
い
体
験
に
な

り
ま
し
た
。

５
・
７
年
合
同
キ
ャ
ン
プ

７
年
生
に
と
っ
て
は
２
回
目
の
合
同

キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
２
年
前
は
５
年
生
と

し
て
今
の
９
年
生
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
に

行
き
ま
し
た
。
前
回
の
と
き
は
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
別
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
夕
食
作
り
か
ら
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
２
日
目
の
小
天
狗
の
森
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ
の
活
動
を

合
同
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
年

前
に
も
同
じ
場
所
で
活
動
し
て
い
る
だ
け

に
、
７
年
生
に
と
っ
て
見
通
し
の
持
て
た

活
動
に
な
り
ま
し
た
。

午
前
の
活
動
を
終
え
、
入
村
式
の
後
、

早
速
飯
ご
う
炊
さ
ん
の
準
備
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
５
年
と
７
年
で
事
前
に
夕
食

の
カ
レ
ー
の
作
り
方
に
つ
い
て
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
使

う
鍋
や
飯
ご
う
も
し
っ
か
り
と
洗
っ
て
準

備
し
て
、
当
日
の
カ
レ
ー
作
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
、
カ
レ
ー

コ
ン
テ
ス
ト

の
優
勝
を
目

指
し
、
作
り

方
や
材
料
に

工
夫
を
こ
ら

し
た
夕
食
作

り
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、

７
年
生
の
中

に
は
、
当
日

作
る
カ
レ
ー

の
作
り
方
に
し
た
が
っ
て
、
事
前
に
家
で

練
習
し
て
き
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
も
あ
っ
て
、
水
加
減
を
間
違
え
て

ス
ー
プ
状
の
カ
レ
ー
に
な
っ
た
班
は
ほ
と

ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
の
班
も

甲
乙
が
つ
け
が
た
い
美
味
し
い
カ
レ
ー
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

員
の
先
生
も
、
ど
の
班
を
優
秀
賞
に
選
べ

ば
よ
い
の
か
大
変
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。

片
付
け
も
７
年
生
が
リ
ー
ド
し
て
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
で
き
ま
し
た
。
来
た
時
よ

り
も
美
し
く
な
る
よ
う
に
、
最
後
ま
で

残
っ
て
き
れ
い
に
し
て
く
れ
た
生
徒
も
い

て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

夕
食
後
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

す
。
７
年
生
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
係

を
中
心
に
進
め
ま
し
た
。
５
年
生
も
ク

イ
ズ
な
ど

の
出
し
物

を
発
表
し

て
、
そ
の

場
を
盛
り

上
げ
て
く

れ
ま
し

た
。
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
で
一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
何

と
言
っ
て
も
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
し
た
。

５
・
７
年
関
係
な
く
、
輪
に
な
っ
て
手
を

つ
な
ぎ
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
と
ジ
ェ
ン
カ

を
踊
り
ま
し
た
。
特
に
マ
イ
ム
マ
イ
ム

で
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
向
か
っ

て
「
マ
イ
ム
、
マ
イ
ム
、
…
…
」
と
大

き
な
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
楽
し
む
様

子
が
と
て
も
微
笑
ま
し
く
思
え
ま
し
た
。

み
ん
な
の
気
持
ち
が
１
つ
に
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
締
め
く
く
り

に
グ
ル
ー
プ
で
花
火
を
し
ま
し
た
。
大
き

な
花
火
の
後
、
最
後
に
残
っ
た
線
香
花

火
の
火
を
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
の
日
を

締
め
く
く
り

ま
し
た
。
心

に
残
る
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
と
な

り
、
５
・
７

年
の
絆
が
さ

ら
に
深
ま
っ

た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

自
分
た
ち

が
５
年
の
と
き
に
見
て
い
た
７
年
生
の

姿
を
思
い
出
し
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
や

る
番
だ
と
張
り
切
っ
て
取
り
組
ん
だ
今

年
の
７
年
生
。
準
備
か
ら
５
年
生
を
リ
ー

ド
し
よ
う
と
頑
張
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ー
ド
す
る
だ
け
で
な
く
、
５

年
生
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
を

代
わ
り
に
や
っ
て
あ
げ
て
、
後
ろ
か
ら

支
え
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

で
の
経
験
を
今
後
の
学
校
生
活
の
中
で

い
い
形
で
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　最後まで片付けするよ

みんなで夕食

夕食作りの1コマ

　　キャンプファイヤーの1コマ

みんなで花火

　  

そ
ば
打
ち
体
験

（
と
ん
く
る
り
ん
）　

今
年
の
７
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
テ
ー
マ
は
「
信
濃
町
探
訪
」
で
す
。
信
濃

町
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
取
り
組
み
始

め
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
戸
隠
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
戸
隠

と
信
濃
町
に
共
通
す
る
特
産
物
の
そ
ば
。
そ

の
そ
ば
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
キ
ャ
ン
プ

初
日
の
午
前
中
は
戸
隠
の「
と
ん
く
る
り
ん
」

で
そ
ば
打
ち
を
体
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
て
食
べ
て
み
る

こ
と
で
そ
ば
の
魅
力
に
迫
っ
て
み
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

事
前
に
生
徒
た
ち
に
そ
ば
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
戸
隠
で
そ
ば
を
食
べ
た
こ

と
の
あ
る
生
徒
は
意
外
に
少
な
く
、
ま
た
、

そ
ば
打
ち
の
経
験
の
あ
る
生
徒
も
あ
ま
り
い

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
ゆ
え
に
、「
そ
ば
打
ち
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
生
徒
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

当
日
の
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、「
と

ん
く
る
り
ん
」
に
は
、
予
定
し
て
い
た
時
刻
に

到
着
し
ま
し
た
。
中
に
入
り
、
身
支
度
を
整

え
て
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ

て
所
定
の
場

所
に
座
り
ま

し
た
。
そ
し

て
、「
と
ん

く
る
り
ん
」

の
講
師
の
方

か
ら
基
本
的

な
そ
ば
の
打

ち
方
を
丁
寧

に
教
え
て
も

ら
い
な
が

ら
、
そ
ば

を
打
っ
て

い
き
ま
し

た
。
３
〜

４
人
で
１

つ
の
は
ち

を
囲
ん
で

頭
を
寄
せ

合
い
、
そ
ば
粉
と
小
麦
粉
を
入
れ
て
割
り
箸

で
素
早
く
か
き
混
ぜ
、こ
ね
て
い
き
ま
し
た
。

「
と
ん
く
る
り
ん
」
の
方
の
よ
う
に
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
は
こ
ね
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
４
人
で
協

力
し
な
が
ら
こ
ね
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん
と

そ
ば
が
１
つ
に
丸
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
に
、
麺
棒
を
使
っ
て
、
そ
ば
生
地
の
中

心
部
を
残
し
な
が
ら
そ
ば
を
伸
ば
し
て
い
く

と
、
ま
な
板
い
っ
ぱ
い
に
生
地
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
地

を
伸
ば
し
て
い
る
途
中
に
シ
ワ
が
で
き
、
破

れ
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
講
師
の
方
に
丸
め
直
し
て
も
ら

い
、
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
失
敗

は
し
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
「
そ
の
方
が
そ
ば

に
コ
シ
が
で
る
よ
。」
と
言
っ
て
励
ま
し
て

も
ら
い
ま

し
た
。
切

る
作
業
で

は
、
包
丁

を
少
し
寝

か
し
て
ず

ら
し
な
が

ら
切
る
こ

と
が
難
し

く
、
ず
ら

し
方
に

よ
っ
て
麺

が
太
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
途
中
で
切
れ

て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
か
切
れ
た

そ
ば
を
、
ゆ
で
て
も
ら
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

初
め
て
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
の
味
は
と
て
も

お
い
し
く
て
、
み
ん
な
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。「
と
ん
く
る
り
ん
」
で
は
、
そ
ば
つ
ゆ

に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
つ
ゆ
の
風
味
を
損
な

わ
な
い
た
め
に
ワ
サ
ビ
は
入
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
言
わ
れ
た
と
お
り
、
つ
ゆ
が

美
味
し
く
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
一
口
食
べ
た

ら
ま
た
次

へ
と
箸
が

止
ま
り
ま

せ
ん
で
し

た
。
た
く

さ
ん
あ
っ

た
そ
ば

も
、
み
ん

な
で
分
け

合
っ
て
最

後
の
最
後

ま
で
食
べ
尽
く
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
そ
ば

湯
も
、
初
め
て
飲
む
生
徒
も
い
て
、
一
つ
一

つ
の
こ
と
が
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。

食
後
の
片
付
け
の
と
き
に
は
、
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
ま
な
板
や
麺
棒
に
付
い
た
そ
ば

粉
を
落
と

し
た
り
、

下
に
落
ち

た
そ
ば
粉

を
拾
い
集

め
た
り
し

て
、
使
わ

せ
て
い
た

だ
い
た
場

を
自
分
た

楽しかったそば打ち体験・戸隠キャンプ（７学年）

さあ、そばを作るぞ～

こねるコツをつかんできた！　　

シワができないように気をつけるぞ

細く切るのは難しいね

おいしくできたぞ

舞
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、私
達

の
通
報
と
依
頼
に
対
し
、行
政
当

局
と
猟
友
会
の
み
な
さ
ま
に
は
対

策
で
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　安
全
に
猟
銃
を
扱
い
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
方

は
、役
場
の
産
業
観
光
課
が
協
議

会
と
猟
友
会
の
事
務
局
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　長
野
県
農
業
技
術
課
で
は
ネ
ッ

ト
と
電
気
柵
で
主
要
な
獣
種
の
侵

入
を
防
げ
る
こ
と
が
で
き
る「
長

野
式
電
気
柵
」を
開
発
し
ま
し
た
。

柵
の
シ
ス
テ
ム
は
ネ
ッ
ト
の
高
さ

が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク（
F
R
P
）製
の
支
柱

と
専
用
ク
リ
ッ
プ
を
開
発
し
製
品

化
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
電
牧
器

関
連
を
除
い
た
経
費
で
１
メ
ー
ト

ル
当
た
り
７
０
０
円
弱
と
の
こ
と

で
す
。
詳
細
は
５
月
29
日
付
の「
日

本
農
業
新
聞
」を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　人
と
獣
を
隔
て
る
境
界
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
が
利
用
し
て
い
た
里

山
が
奥
山
と
の
間
の
緩
衝
帯
と
し

て
農
地
・
住
宅
と
の
間
に
あ
り
、一

定
程
度
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
・
林

業
の
衰
退
・
食
文
化
の
変
遷
と
と
も

に
、見
渡
し
の
効
く
里
山
は
、手
入

れ
の
届
か
な
い
か
つ
て
の
奥
山
に

変
貌
し
ま
し
た
。
人
社
会
が
数
歩

譲
歩
し
、草
刈
り
場
や
耕
作
放
棄

地
の
再
度
の
利
用
を
計
画
的
に
行

う
循
環
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
で
あ

り
、農
業
に
携
わ
る
者
が
主
体
と

な
り
、地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
行
う
事
業

に
思
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
す

　平
成
28
年
は
農
協
法
と
併
せ
て

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、農

業
委
員
会
の
制
度
は
４
月
に
改
正

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
濃
町
農

業
委
員
も
旧
法
に
基
づ
い
た
公
選

法
の
制
度
に
よ
る
委
員
は
、平
成

29
年
３
月
31
日
に
任
期
終
了
と
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、信
濃
町
長

が
１
月
中
に
公
募
に
よ
る
候
補
者

と
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
に

「
推
薦
」を
求
め
る
候
補
者
を
定
数

の
中
で
定
め
、平
成
28
年
度
末
ま

で
に
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　新
農
業
委
員
に
は「
認
定
農
業

者
」が
含
ま
れ
る
こ
と
と「
農
業
の

利
害
関
係
者
以
外（
＝
農
業
に
従

事
し
て
い
な
い
）」の
方
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
表
に
顕

あ
ら
わ

れ
る
象
徴
的
な「
農
業
委
員
」制
度

を
大
き
く
改
正
す
る
第
１
の
側
面

で
す
。

　併
せ
て「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
」を
地
域
ご
と
に
委
嘱
し
、

農
地
の
集
団
化
や
農
地
利
用
の
集

積
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」は
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
活

動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
第
２
の

側
面
と
な
り
ま
す
。
信
濃
町
に
お

い
て
は
、重
点
的
に「
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
」（
端
的
に
は
土
地

改
良
事
業
を
実
施
し
た
地
域
等
）

で
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
止
と

そ
の
解
消
活
動
や
新
規
参
入
就
農

者
の
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　農
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な

り
、全
国
的
に
就
労
世
代
人
口
の

逓て
い
げ
ん減
と
高
齢
者
継
続
就
労
傾
向
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、対
比
的
な
観

点
で
主
要
で
な
い
中
山
間
地
で
は

就
農
者
の
相
対
的
減
少
と
限
界
集

落
が
顕
現
化
し
危
機
的
集
落
や
超

限
界
集
落
が
現
実
的
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」は
話
し
合
い
と

合
意
に
基
づ
く
集
落
営
農
の
必
要

性
と「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で
現
在

を
含
め
数
年
先
を
見
据
え
る
中
で

そ
の
地
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、担
い
手（
認
定
農
業
者
、

法
人
、集
落
営
農
）に
集
約
す
る
こ

と
と
並
行
し
て
農
地
利
用
の
適
正

化
を「
農
地
中
間
管
理
機
構
」と
連

携
し
て
集
積
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
も

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、数

十
年
言
わ
れ
続
け
て
い
る
面
的
な

集
積
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
大
型
農

機
具
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
作
業
中
、農
機
具
の

周
辺
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、搬
送
車

両
か
ら
の
乗
り
降
り
と
圃ほ

ば場
の
出

入
り
で
は
、命
に
関
わ
る
横
転
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
身
体
管

理
と
十
二
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、圃
場
内
の
農
機
具
故
障

は
作
業
日
程
の
遅
延
や
薄
暮
時
の

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
作
業
期
前
の
整
備
に

万
全
を
期
す
こ
と
や
作
業
前
後
の

農
機
具
点
検
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

過
労
等
を
割
け
る
な
ど
の
体
調
管

理
に
配
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

芝
を
活
用
し
た
畦
畔
管
理
の
省
力
化

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　百
瀬
　文
貴

市町村長 農業委員会

農業委員 農地利用最適化
推進委員

地域の農業者や農業団体など
推薦・公募

任命 委嘱同意市町村
議会

図1. 農業委員、農地利用最適化推進委員の選任方法イメージ

農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が
議会の同意を得て任命する方法になります。（農委法 8条）
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契
約
に
つ
い
て
困
っ
た
場
合
は
相
談
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

相談
　ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
と
は
「
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

一
旦
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
「
よ
く
考
え

た
ら
必
要
な
か
っ
た
」「
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
契
約
を
辞

め
た
い
」
な
ど
と
思
っ
た
ら
、
法
で
定
め

ら
れ
た
項
目
が
記
載
し
て
あ
る
書
面
を
、

業
者
か
ら
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
理
由
を
問
わ
ず
一
方
的
に
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
と
、
契
約
は
最
初
か
ら
無

か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
支
払
っ
た
代
金
は

全
額
返
金
さ
れ
、
違
約
金
等
も
請
求
さ

れ
ま
せ
ん
。

　ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ー

ス
に
よ
り
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
町
総
務
課

庶
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
商
取
引
法
な
ど
法
律
や
約や
っ
か
ん款
な
ど
の
定
め
の
あ
る
場
合
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
理
由
を
問
わ
ず
、
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大

年金平
成
28
年
7
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
付
猶
予
申
請
が
可

能
な
方
の
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎（
２
５
５
）６
８
２
０

訓
練
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
）
を
送
信
し
ま
す

日
頃
の
訓
練
で
大
規
模
災
害
に
備
え
る

防災
　各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
昨
今
、

災
害
は
極
め
て
身
近
な
問
題
で
す
。
大
規

模
災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
は
柏
原
地
区
を
重
点
に
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
自

身
や
家
族
の
命
を
救
う
訓
練
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　９
月
４
日
日

　午
前
９
時
～

■
場
所

　柏
原
地
区
各
会
場

■
内
容

　消
防
信
濃
町

分
署
・
消
防
団

員
が
、
避
難
経

路
を
考
え
る
図

上
訓
練
や
災
害

時
の
対
応
を
考

え
る
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

近
年
町
内
に
お
け
る
「
空
き
家
」
が
増
加
し
て
お
り
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ま
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

調査
　町
と
し
て
早
急
に
対
応
策
を
と
る

べ
く
、
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業

者
の
調
査
員
が
、
道
路
か
ら
空
き
家
目

視
調
査
お
よ
び
記
録
用
写
真
撮
影
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
身

に
つ
け
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
お

り
、
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や
料
金
の
請

求
行
為
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間

　平
成
28
年
９
月
上
旬
～

10
月
下
旬
／
平
日
９
時
～
17
時
ま
で

■
調
査
業
者

　東
日
本
総
合
計
画
（
株
）

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
め
や
す

　本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
前
年
所
得
＝
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

９
月
４
日
に
柏
原
地
区
を
重
点
と
し
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
１

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
４
３

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
２

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-Rなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

　７月 22 日から 31 日まで夏の交通安全やまびこ運動

が行われました。町でも７月 30 日、上信越道の信濃町

インターチェンジ出入り口で長野中央警察署、高速交通

警察隊、長野交通安全協会、信濃町交番、長野交通安全

協会信濃町支部が合同で、交通安全指導所を開設。安全

運転のために啓発チラシの配布や呼びかけなどを行いま

した。今年は長野県内の交通死亡事故が昨年と比べて急

増しています。自分の運転は安全かどうか再確認し、交

通安全に努めましょう。

自分の運転を再確認しましょう
夏の交通安全やまびこ運動 合同交通指導所を開設

　黒姫高原とうもろこし祭が８月６・７日、道の駅しな

のを会場に開催されました。茹
ゆ

でたてのとうもろこし

売り場では、信濃町産の甘くおいしいとうもろこしを求

めて、長蛇の列ができていました。会場では他にも、和

楽器の生演奏・高原野菜を使った B
バーベキュー

BQ・ジャム作り教室

などが行われ、他県民も含め多くの人で賑わいを見せて

いました。

夏はやっぱり信濃町のとうもろこし
黒姫高原とうもろこし祭

　８月６日、一茶記念館に東洋大学現代社会総合研究所

研究員の松
まつゆき

行 彬
あ き こ

子先生をお招きし、「旅する知の俳諧師

小林一茶」と題してお話しいただきました。松行先生は

野尻湖大学村に長年お住まいで、ご専門の経営学の視点

から、一茶について研究されています。今回は、グロー

バリズムの視点から見る一茶の現代性について語ってい

ただきました。

一茶の現代性を探究
第３回 一茶記念館講座

　ふれあい広場で７月 31 日、地元の方や町内への移住

者、移住希望者を交えて B
バーベキュー

BQ 交流会を開催しました。

参加した 65 名の方たちは、信濃町の新鮮な夏野菜を囲

みながら、町での生活や出身地話で大盛り上がりとなり

ました。中には、９月から信濃町へ移住する方もおり、

先輩移住者から普段の生活や移住して大変だったことな

ど熱心に聞いている方もいました。今回の交流会では

「信濃町の良さ」を熱く語っていただき、地元の方たちも

町の魅力を再確認した様子でした。

みんな信濃町が大好き！
移住者交流会を開催

　株式会社アクティオと町は８月３日、「災害時における

物資供給に関する協定」を結びました。この協定は、地震

や風水害などの災害時に、レンタル機械や日用生活雑貨品

等の物資を迅速かつ円滑に供給することを目的としていま

す。全国展開する株式会社アクティオは、営業所・工場等

が全国に約 470 か所あります。今回の協定で、万が一災

害が起きてしまった場合でも、被災地以外の営業所等から

災害時の状況に応じたレンタル機材等を配備することが可

能となり、災害への備えがさらに強化されました。

災害時の備えをより強化するため
災害時における物資供給に関する協定を締結

　黒姫高原で８月７日、黒姫高原サマーフェスティバル

のイベントの 1 つとして「ストライダーエンジョイカッ

プ 2016 くろひめステージ」が開催されました。ストラ

イダーとは、ペダルもブレーキもついていない自転車の

ことで、足で地面を蹴って前に進みます。当日は、参加

した２から６歳の子どもたち 256 人を含め、約 1300

人が黒姫高原を訪れました。子どもたちは自転車にまた

がり、元気いっぱい夏の黒姫高原を駆け抜けました。

黒姫高原を駆け抜けました
ストライダーエンジョイカップくろひめステージ

　野尻湖周辺を会場に 7 月 30 日、伝統

の第 93 回野尻湖灯ろう流し花火大会が

開催されました。今年も晴天に恵まれ、

絶好の花火コンディションの中で大会が

行われました。大会の開始を告げた花火

は、信濃町制 60 周年記念のために作ら

れたワイドスターマイン。鮮やかで迫力

のある花火に来場者は歓声をあげ、夏の

風物詩を楽しみました。

野尻湖照らす大花火
野尻湖灯ろう流し花火大会
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酒
は
百
薬
の
長
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

多
量
に
摂
取
す
る
と
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
依
存
症
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
続

け
て
い
る
う
ち
に
、
自
身
の
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
力
」
を
徐
々
に
奪
い
ま
す
。
気
づ
い
た
時

に
は
意
志
や
根
性
だ
け
で
は
依
存
症
に
太
刀
打

ち
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
７
つ
の
特
徴

①
意
志
や
性
格
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

依
存
症
に
良
く
あ
る
誤
解
は
「
意
志
が
弱
い

か
ら
依
存
症
に
な
っ
た
」「
性
格
に
問
題
が
あ

る
か
ら
依
存
症
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
存

症
の
原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
脳
が
影
響

を
受
け
た
こ
と
に
あ
り
、
意
志
や
性
格
の
問
題

で
は
な
い
の
で
す
。

②
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で
す

　

依
存
症
に
至
る
き
っ
か
け
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
の
す
き
ま
で
あ
り
、
誰
で
も
な
り
得
る
病

気
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
寂
し
さ
や
悲
し
さ
、

怒
り
、
イ
ラ
イ
ラ
、
行
き
詰
ま
り
感
な
ど
の
心

の
す
き
ま
に
ピ
タ
ッ
と
は
ま
り
込
み
、
す
き
ま

を
埋
め
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
作
用
は

一
時
的
で
、
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
、
ま

た
す
ぐ
に
ア
ル
コ
ー
ル
で
埋
め
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
悪
循
環
が

始
ま
り
ま
す
。

③
慢
性
の
病
気
で
す

　

依
存
症
も
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
じ
よ
う
に

慢
性
の
病
気
で
す
。
慢
性
の
病
気
に
対
し
て
は

治
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
ど
の
よ
う
に

病
気
と
付
き
合
う
か
」
と
い
う
考
え
が
有
効
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
の
み
た
く
な
っ
た
時
の
対

処
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
進
行
性
・
致
死
性
の
病
気
で
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
続
け
て
い
る
内
に
、

精
神
的
（
イ
ラ
イ
ラ
、
不
眠
、
不
安
、
幻
覚
妄
想

等
）・
身
体
的
（
脳
、
心
臓
、
肝
臓
な
ど
の
臓
器
障

害
、
体
力
低
下
等
）・
社
会
的
（
仕
事
や
人
間
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
借
金
、
暴
力
、
犯
罪
な
ど
）
な

問
題
が
起
こ
り
、
時
と
し
て
死
に
至
る
危
険
性

の
あ
る
病
気
で
す
。

⑤
否
認
の
病
気
で
す

　
「
否
認
」
と
は
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な

い
事
実
を
認
め
な
い
よ
う
に
す
る
心
の
働
き
の

一
つ
で
す
。「
自
分
は
依
存
症
な
ん
か
じ
ゃ
な

い
」「
や
め
よ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
や
め
ら

れ
る
」
こ
う
い
っ
た
思
い
の
裏
に
は
否
認
が
あ

り
ま
す
。
回
復
の
た
め
に
は
こ
の
「
否
認
」
を

ど
う
や
っ
て
崩
し
て
い
く
の
か
が
大
き
な
カ
ギ

に
な
り
ま
す
。

⑥
性
格
が
変
化
し
ま
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、

お
金
を
つ
ぎ
込
み
、
家
族
な
ど
大
切
な
人
に
嘘

を
つ
き
、
些さ

さ
い細

な
こ
と
で
怒
る
、
暴
力
を
ふ
る

う
な
ど
以
前
と
別
人
の
よ
う
な
性
格
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑦
人
を
巻
き
込
む
病
気
で
す

　

依
存
症
は
本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
を
巻

き
込
む
病
気
で
す
。
特
に
１
番
身
近
で
あ
る
家

族
へ
の
影
響
は
大
き
く
慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス
状

態
に
よ
っ
て
イ
ネ
イ
ブ
リ
ン
グ
や
共
依
存
と

い
っ
た
不
健
康
な
考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が

う
ま
れ
ま
す
。

不
健
康
な
考
え
方
や
行
動
パ

タ
ー
ン

イ
ネ
イ
ブ
リ
ン
グ
：
家
族
や
周
囲
が
、
本
人
の

た
め
に
良
か
れ
と
思
っ
て
世
話
焼
き
や
尻
拭
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
借
金
の
肩
代
わ
り
。

共
依
存
：
他
人
と
の
関
係
に
依
存
し
、
自
分
の

た
め
に
生
き
ら
れ
な
い
状
態
の
こ
と
。「
あ
の

人
を
ど
う
に
か
し
た
い
」「
あ
の
人
の
事
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
」
な
ど
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
や
め
る
た
め
の

３
本
柱

　

１･･･

通
院

　

２･･･

薬
物
療
法（
抗
酒
薬
・
断
酒
補
助
薬
）

　

３･･･

自
助
グ
ル
ー
プ

　

こ
の
３
本
柱
に
も
う
１
つ
、
断
酒
す
る
こ
と

を
周
囲
に
宣
言
す
る
「
断
酒
宣
言
」
を
加
え
て
、

「
４
本
柱
」
が
大
切
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
柱

を
実
行
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
や

め
ら
れ
る
確
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
を
目
指
す
自

助
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

当
事
者
と
そ
の
家
族
の
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。

◎
信
濃
町
断
酒
会

　

毎
月
第
４
水
曜
日　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

　
問
住
民
福
祉
課　

保
健
予
防
係

誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で
す

ア
ルコ
ー
ル
依
存
症
、
正
しい
理
解
を

環境にやさしい農業の推進・安全安心な農産物の販売のため

 エコファーマー認定証授与式が行われました
Topics

道の駅しなの 農産物直売所で８月６日、エコファーマー

認定証授与式が行われました。「エコファーマー」とは、

環境に優しい（エコ）農業者（ファーマー）を意味しており、県

が定める指針により農業生産計画を策定した農業者に対して

県が認定を行います。道の駅しなのでは、環境に優しい農業

を推進し、安全安心な農産物の販売を行うため、昨年から「エ

コファーマー」の取得を応援しています。昨年認定を受けたブ

ルーべーリー部会 38 名に続き、今年は新たにルバーブ部会・

とうもろこし部会・トマト部会の３部会から 34 名（更新含む）

が認定を受けました。

問道の駅しなの ふるさと天望館☎（２５５）２９００

　

さ
て
、
今
回
か
ら
い
よ
い
よ
一

茶
さ
ん
の
生
涯
に
つ
い
て
、
お
話

し
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
茶
さ
ん
は
、
宝
暦
十
三
年

（
１
７
６
３
）
生
ま
れ
、
今
か
ら
253

年
前
の
こ
と
で
す
。
お
父
さ
ん
は

弥や

ご

べ

え

五
兵
衛
、
お
母
さ
ん
は
く
に
と

い
う
名
前
で
し
た
。
一
茶
さ
ん
の

本
名
は
弥や

た
ろ
う

太
郎
と
い
い
ま
し
た
。

一
家
に
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
か
な

も
い
て
、
４
人
家
族
で
し
た
。

　

そ
ん
な
弥
太
郎
少
年
を
悲
劇
が

襲
い
ま
す
。
３
歳
の
時
に
、
お
母

さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
こ
の
、
実
の
母
親
を
失
っ

た
体
験
は
、
一
茶
さ
ん
の
心
に
、

一
生
深
い
傷
を
残
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
一
茶
さ
ん
の
代
表
句
の

一
つ
は
、
こ
の
母
親
を
失
っ
た
心

の
傷
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
以

下
の
俳
文
は
、
一
茶
さ
ん
が
57
歳

の
時
に
書
い
た
代
表
作
「
お
ら
が

春
」
の
一
節
で
す
。

　「
親
の
な
い
子
は
ど
こ
で
も
知
れ

る
。
爪
を
咥く

わ

え
て
門か

ど

に
立た

つ

」
と
子

ど
も
ら
に
唄う

た

は
る

るゝ

も
心
細
く
、

大
か
た
の
人
交ま

じ
わり

も
せ
ず
し
て
、

う
ら
の
畠

は
た
け

に
木
・
萱か

や

な
ど
積
み
た

る
片
陰
に
跼

か
が
ま

り
て
、
長
の
日
を
く

ら
し
ぬ
。
我わ

が
み身

な
が
ら
も
哀

あ
わ
れ

也な
り

け

り
。

我
と
来
て
遊
べ
や
親
の
な
い
雀

　
六
才
　
弥
太
郎

　　

母
親
が
い
な
い
こ
と
を
周

り
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

か
ら
か
わ
れ
る
の

で
、
家
の
裏
で

一
人
さ
み
し
く

過
ご
し
て
い
た

弥
太
郎
少
年
は
、

近
づ
い
て
き
た

子
雀
に
自
分
と

同
じ
境
遇
を
感

じ
取
り
、
一
緒

に
遊
ぼ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
句
は
文
化
11
年（
１
８
１
４
）

一
茶
52
歳
の
年
に
、「
我
と
来
て
遊

ぶ
（
や
）
親
の
な
い
雀
」
と
作
ら

れ
た
の
が
初
出
で
す
。「
遊
べ
や
」

と
変
え
た
こ
と
で
、
雀
へ
の
呼
び

か
け
と
な
り
、
雀
だ
け
で
な
く
、

少
年
弥
太
郎
の
さ
み
し
さ
も
表
現

さ
れ
、
味
わ
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。

一
茶

【文責】一茶記念館
学芸員  　渡辺　洋P.N. めぐるママ

先月号の本記事イラストがミスにより画質不鮮明になってしまいました。めぐるママさんはじめ関係各位に深くお詫びいたします

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!

SHINANO  2016.9.1 14SHINANO  2016.9.115



絵
手
紙
教
室

　

柏
原
支
館

７
月
２
日
（
土
）
に
23
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
が
初
開
催
で
し
た
が
、
製
作

時
に
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換

も
あ
り
、
交
流
が
深
ま
り
大
へ

ん
好
評
で
し
た
。

第
２・３
回
お
ら
が
学
級

古
間
支
館

第
２
回
は
７
月
９
日
（
土
）

地
域
交
流
施
設
に
お
い
て
、
参

加
者
22
人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
天
の
た
め
屋
内
で
囲
碁
ボ
ー

ル
と
輪
投
げ
を
し
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
交
番
所
長
の
講
話

は
、
特
殊
詐
欺
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
は
７
月
31
日
（
日
）

31
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
は
、
真
田
丸
大
河
ド

ラ
マ
館
を
見
学
し
、
昼
休
憩
で

は
上
田
市
の
母
袋
市
長
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
一
緒
に
お
昼
を

食
べ
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
湯

の
里
ち
く
ま
白
鳥
園
に
て
入
浴

休
憩
を
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
暑
い
日
で
し
た
が
、
楽
し

く
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

第
37
回
野
尻
湖
キ
ャ
ン
プ

野
尻
湖
支
館

７
月
23
日
（
土
）
～
24
日

（
日
）
の
２
日
間
、
恒
例
の
野

尻
湖
キ
ャ
ン
プ
を
菅
川
集
会
所

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

初
め
て
の
取
り
組
み
が
多
く
、

信
濃
小
中
学
校
の
児
童
達
は
た

く
さ
ん
思
い
出
が
で
き
た
事
で

し
ょ
う

信
濃
町
星
空
研
究
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
星
座
の
話
を

聞
い
た
後
は
、
実
際
に
望
遠
鏡

を
覗
い
て
『
土
星
の
輪
』、
夏

の
大
三
角
形
な
ど
満
天
の
星
空

を
楽
し
み
ま
し
た
。

夏
の
風
の
子
学
級

富
士
里
支
館

７
月
30
日
（
土
）
に
鳥
居
川

に
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

魚
の
つ
か
み
取
り
で
川
遊

び
を
し
、
魚
の
調
理
に
苦
戦
を

し
た
り
、
お
昼
の
カ
レ
ー
を
美

味
し
く
食
べ
て
晴
天
の
中
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夏
休
み
工
作
教
室

柏
原
支
館

７
月
30
日
（
土
）
柏
原
支
館

に
お
い
て
、
夏
休
み
工
作
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
細
か
く

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
尻
湖
支
館
絵
画
教
室

野
尻
湖
支
館

・
第
３
回

　
７
月
７
日
（
木
）

・
第
４
回

　
７
月
21
日
（
木
）

・
第
５
回

　
８
月
４
日
（
木
）

10
月
ま
で
全
10
回
の
予
定

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
支
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

本
・
支
館
事
業

　

講師の説明に耳を傾けて力作ぞろいです！

母袋市長です

☆クイズ大会・プラトンボ作り・カレーや焼きそば作り、楽しかった!!☆

完成です 素直に入るかな？

アイス食べたーい!! 傑作を持ってハイチーズ

親
子
で

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

作
ろ
う

カレー  おいしそう つかまえられるかな？

482482

七
月
三
十
一
日（
日
）、公
民
館

本
館
と
黒
姫
童
話
館
と
の
共
催

事
業
と
し
て
、童
話
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。お
子
様

た
ち
も
大
勢
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

講
師
は
、信
濃
町
で
牧
場
を
経

営
さ
れ
て
い
る
土
屋
さ
ん
で
す
。ど

う
し
て
、こ
こ
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
を
す
る
の
か
と
い
う
お
話
か

ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

黒
姫
童
話
館
前
は
牧
草
地
に

な
っ
て
お
り
、牛
を
放
牧
し
、そ
の

牛
乳
を
使
っ
て
、アイ
ス
ク
リ
ー
ム

を
作
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
う
事
で
す
。

し
か
し
、近
年
は
ア
ブ
が
多
く

発
生
し
て
し
ま
い
、黒
姫
童
話
館

前
で
は
放
牧
は
せ
ず
、町
営
富
士

里
牧
場
で
放
牧
を
し
て
い
る
と
い

う
お
話
で
し
た
。

そ
し
て
、一
通
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
作
り
方
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、い
よ
い
よ
各
班
で
作

業
開
始
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
班
か
ら
、卵
を
白

味
と
黄
味
に
分
け
る
人
が
卵
の

テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
り
、卵
を
わ
る

と
こ
ろ
か
ら
の
始
ま
り
で
す
。家

で
は
た
ぶ
ん
お
母
様
が
、ち
ゃ
っ

ち
ゃ
と
や
っ
て
し
ま
う
作
業
で
す

が
、自
分
も
や
り
た
い
と
、が
ん

ば
っ
て
い
る
姿
は
、好
き
な
アイ
ス

を
作
る
ぞ
と
い
う
意
欲
に
満
ち
て

い
る
よ
う
で
し
た
。そ
し
て
、そ
れ

を
助
け
て
あ
げ
て
い
る
お
母
様
達

に
も
、と
て
も
心
が
温
か
く
な
り

ま
し
た
。私
が
子
育
て
を
し
た
時

に
は
、こ
の
心
の
余
裕
が
な
く
、先

に
手
を
出
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。小
さ
い
か
ら
失
敗
す
る
か
ら

や
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、何
で
も
経
験
さ
せ
る
こ
と
は
、

本
当
に
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

次
は
生
ク
リ
ー
ム
の
泡
立
て
で

す
。こ
れ
は
お
子
様
た
ち
に
は
少

し
大
変
な
の
で
、お
父
様
や
お
母

様
も
頑
張
り
ま
し
た
。そ
し
て
、黄

味
も
泡
立
て
、シ
ロ
ッ
プ
と
混
ぜ
、

泡
立
て
た
生
ク
リ
ー
ム
と
混
ぜ
て
、

固
ま
る
前
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が

出
来
上
が
り
で
す
。そ
れ
を
プ
リ

ン
型
に
流
し
い
れ
、自
分
の
名
前

を
書
い
た
ア
ル
ミ
箔
で
蓋
を
し
て
、

冷
蔵
庫
で
凍
ら
せ
て
出
来
上
が

り
で
す
。出
来
上
が
る
ま
で
に
は
、

四
十
五
分
ほ
ど
か
か
る
の
で
、そ

の
間
に
童
話
館
や
童
話
の
森
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
夏
の
企
画
展
を
見
て
過

ご
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が

出
来
上
が
り
、試
食
の
時
間
で
す
。

「
す
ご
い
な
め
ら
か
あ
」「
お
い
し

い
」の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
、み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、子
供
さ

ん
達
に「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
あ
」

と
ニコニコ
と
う
れ
し
そ
う
に
言
っ

て
も
ら
え
て
、本
館
専
門
委
員
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

一
茶
句
碑
の
紹
介
③

柏
原
仁
之
倉
神
社
に
は
昭
和

59
年
建
立
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。

目
出
度
さ
も

　
ち
う
位
也

お
ら
が
春

こ
の
句
は
、文
政
二
年（
一
茶

57
才
）の
時
に
ま
と
め
た「
お
ら

が
春
」の
句
文
集
の
一
番
最
初
に

書
い
て
あ
る
句
で
あ
る
。

前
文
に
は
丹
後
国（
今
の
京

都
府
）に
あ
る
普
甲
寺
と
い
う
寺

の
御
上
人
の
話
が
載
っ
て
お
り
、

こ
の
挿
話
を
伏
線
に
し
て
お
い
て

次
の
様
に
書
い
て
い
ま
す
。即
ち
、

「
お
の
れ
ら
は
俗
塵
に
埋
も
れ

て
世
渡
る
境
界
」だ
か
ら
、と
て

も
そ
ん
な
清
烈
な「
い
は
ひ
の
骨

張
」な
ど
や
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

と
言
っ
て
も「
鶴
亀
に
た
ぐ
へ
て

の
祝
尽
く
し
も
、厄
払
ひ
の
口
上

め
き
て
そ
ら
ぞ
ら
し
く
思
ふ
」。

我
家
は「
屑
屋
」な
ん
だ
か
ら
、そ

れ
ら
し
く
門
松
も
止
め
、煤
掃
き

も
し
な
い
で「
今
年
の
春
も
あ
な

た
任
せ
に
」迎
え
ま
し
ょ
う
。

あ
ん
ま
り
目
出
度
が
り
も
せ

ず
、と
言
っ
て
ほ
っ
た
ら
か
し
と

い
う
こ
と
で
も
な
く
、阿
弥
陀

様
に
お
任
せ
し
て
程
々
の（
ち
う

位
）正
月
を
と
い
う
一
茶
ら
し
い

考
え
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

『
お
ら
が
春
』は
、一
茶
の
生
涯

で
も
最
も
安
定
し
た
幸
福
な
時

期
に
綴
ら
れ
た
も
の
で
、こ
の
句

に
も
長
い
間
の
生
活
の
辛
労
か

ら
脱
し
得
た
と
い
う
満
ち
足
り

た
安
堵
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て「
お
ら
が
春
」句
文
集

は
、次
の
句
で
締
め
括
ら
れ
て
い

ま
す
。

と
も
か
く
も

　
あ
な
た
任
せの

と
し
の
暮

こ
の
句
碑
は
、仁
之
倉
神
社

入
口
よ
り
約
百
ｍ
程
北
に
あ
る
一

茶
の
母（
く
に
）の
生
家（
宮
沢

家
）に
大
正
12
年
に
胞
衣
塚
と

と
も
に
仁
之
倉
地
区
の
有
志
に

よ
っ
て
、東
本
願
寺
第
23
世
大

谷
句
仏
上
人
揮
毫
に
よ
る
町
内

で
二
番
目
に
古
い
句
碑
と
し
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
句
に
も
前
文
が
あ
っ
て

そ
こ
で
は
、自
力
は
勿
論
、他
力

本
願
も
求
め
な
い
で
こ
の「
土
凡

夫
」を「
如
来
の
御
前
に
投
出
し

て
」ど
う
に
で
も
お
好
き
な
様

に
し
て
く
だ
さ
い
と
割
切
る
所
に

「
当
流
の
安
心
」あ
り
、と
言
い

切
っ
て
い
た
。

年
初
の
頃
は『
あ
な
た
任
せ
』

に
ま
だ
ま
だ
他
力
本
願
の
色
合

い
が
あ
っ
た
が
、一
年
経
っ
て
そ
れ

が
消
え
た(

消
す
こ
と
に
肚
を
固

め
た)

の
だ
。こ
れ
こ
そ
正
に
一
歩

前
進
、そ
れ
も
大
き
な
前
進
と

言
え
ま
す
。

（
参
考
資
料
は
金
子
兜
太
氏
著

書
の「
一
茶
句
集
」）

９
・
10
月

公
民
館
事
業
計
画

♢
９
月
１
日
（
木
）

　
絵
画
教
室
⑦	

野
尻
湖
支
館

♢
９
月
３
日
（
土
）

　
わ
ん
ぱ
く
教
室	

柏
原
支
館

♢
９
月
10
日
（
土
）

　
ふ
る
さ
と
学
級
②

	

富
士
里
支
館

♢
９
月
14
日
（
水
）

　
お
ら
が
学
級
④	

古
間
支
館

♢
９
月
15
日
（
木
）

　
絵
画
教
室
⑧	

野
尻
湖
支
館

　
歴
史
め
ぐ
り	

野
尻
湖
支
館

♢
10
月
1
日（
土
）～
2
日（
日
）

　
き
の
こ
展	

富
士
里
支
館

♢
10
月
6
日
（
木
）

　
絵
画
教
室
⑨	

野
尻
湖
支
館

♢
10
月
11
日
（
火
）

　
お
ら
が
学
級
⑤	

古
間
支
館

♢
10
月
13
日
（
木
）

　
料
理
教
室	

野
尻
湖
支
館

♢
10
月
15
日
（
土
）

　
絵
手
紙
教
室
②	

柏
原
支
館

　
ふ
る
さ
と
学
級
③

	

富
士
里
支
館

♢
10
月
20
日
（
木
）

　
絵
画
教
室
⑩	

野
尻
湖
支
館

♢
10
月
25
日
（
火
）

　
野
尻
湖
保
育
園
交
流
②

	
野
尻
湖
支
館

♢
10
月
29
日（
土
）～
30
日(
日
）

　
第
38
回
文
化
展	

柏
原
支
館

や
ま

　

な
み

や
ま

　

な
み

目出度さも  ちう位也
おらが春

ともかくも  あなた任せの
としの暮

新
着
図

書

★
ま
た
、
同
じ
夢
を
見
て
い
た

	

住
野

　
よ
る

★
お
や
す
み
、
ロ
ジ
ャ
ー

　
魔
法
の
ぐ
っ
す
り
絵
本

	

カ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ー
ン

★
終
わ
っ
た
人	
内
館

　
牧
子

★
王
と
サ
ー
カ
ス	
米
澤

　
穂
信

★
世
界
地
図
の
下
書
き	
朝
井
リ
ョ
ウ

★
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に

	

川
口

　
俊
和

★
掃
除
は
「
つ
い
で
」
に
や
り
な
さ
い

	

新
津

　
春
子

★
僕
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は

	

ヨ
シ
タ
ケ
・
シ
ン
ス
ケ

★
こ
の
あ
と
ど
う
し
ち
ゃ
お
う

	

ヨ
シ
タ
ケ
・
シ
ン
ス
ケ

★
超
高
速
！
参
勤
交
代
リ
タ
ー
ン
ズ

	

土
橋

　
章
宏

★
希
望
荘	

宮
部
み
ゆ
き

★
陸
王	

池
井
戸

　
潤

★
夜
を
乗
り
越
え
る	

又
吉

　
直
樹

★
な
る
ほ
ど
！
育
じ
い
道

　
お
医
者
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る
孫
育
て
術

	

石
蔵

　
文
信

★
日
本
文
学
全
集

　
12

　
18

舞
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、私
達

の
通
報
と
依
頼
に
対
し
、行
政
当

局
と
猟
友
会
の
み
な
さ
ま
に
は
対

策
で
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
安
全
に
猟
銃
を
扱
い
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
方

は
、役
場
の
産
業
観
光
課
が
協
議

会
と
猟
友
会
の
事
務
局
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
長
野
県
農
業
技
術
課
で
は
ネ
ッ

ト
と
電
気
柵
で
主
要
な
獣
種
の
侵

入
を
防
げ
る
こ
と
が
で
き
る「
長

野
式
電
気
柵
」を
開
発
し
ま
し
た
。

柵
の
シ
ス
テ
ム
は
ネ
ッ
ト
の
高
さ

が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク（
F
R
P
）製
の
支
柱

と
専
用
ク
リ
ッ
プ
を
開
発
し
製
品

化
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
電
牧
器

関
連
を
除
い
た
経
費
で
１
メ
ー
ト

ル
当
た
り
７
０
０
円
弱
と
の
こ
と

で
す
。
詳
細
は
５
月
29
日
付
の「
日

本
農
業
新
聞
」を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。　

人
と
獣
を
隔
て
る
境
界
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
が
利
用
し
て
い
た
里

山
が
奥
山
と
の
間
の
緩
衝
帯
と
し

て
農
地
・
住
宅
と
の
間
に
あ
り
、一

定
程
度
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
・
林

業
の
衰
退
・
食
文
化
の
変
遷
と
と
も

に
、見
渡
し
の
効
く
里
山
は
、手
入

れ
の
届
か
な
い
か
つ
て
の
奥
山
に

変
貌
し
ま
し
た
。
人
社
会
が
数
歩

譲
歩
し
、草
刈
り
場
や
耕
作
放
棄

地
の
再
度
の
利
用
を
計
画
的
に
行

う
循
環
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
で
あ

り
、農
業
に
携
わ
る
者
が
主
体
と

な
り
、地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
行
う
事
業

に
思
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
平
成
28
年
は
農
協
法
と
併
せ
て

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、農

業
委
員
会
の
制
度
は
４
月
に
改
正

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
濃
町
農

業
委
員
も
旧
法
に
基
づ
い
た
公
選

法
の
制
度
に
よ
る
委
員
は
、平
成

29
年
３
月
31
日
に
任
期
終
了
と
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、信
濃
町
長

が
１
月
中
に
公
募
に
よ
る
候
補
者

と
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
に

「
推
薦
」を
求
め
る
候
補
者
を
定
数

の
中
で
定
め
、平
成
28
年
度
末
ま

で
に
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
新
農
業
委
員
に
は「
認
定
農
業

者
」が
含
ま
れ
る
こ
と
と「
農
業
の

利
害
関
係
者
以
外（
＝
農
業
に
従

事
し
て
い
な
い
）」の
方
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
表
に
顕

あ
ら
わ

れ
る
象
徴
的
な「
農
業
委
員
」制
度

を
大
き
く
改
正
す
る
第
１
の
側
面

で
す
。　

併
せ
て「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
」を
地
域
ご
と
に
委
嘱
し
、

農
地
の
集
団
化
や
農
地
利
用
の
集

積
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」は
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
活

動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
第
２
の

側
面
と
な
り
ま
す
。
信
濃
町
に
お

い
て
は
、重
点
的
に「
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
」（
端
的
に
は
土
地

改
良
事
業
を
実
施
し
た
地
域
等
）

で
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
止
と

そ
の
解
消
活
動
や
新
規
参
入
就
農

者
の
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な

り
、全
国
的
に
就
労
世
代
人
口
の

逓て
い
げ
ん減
と
高
齢
者
継
続
就
労
傾
向
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、対
比
的
な
観

点
で
主
要
で
な
い
中
山
間
地
で
は

就
農
者
の
相
対
的
減
少
と
限
界
集

落
が
顕
現
化
し
危
機
的
集
落
や
超

限
界
集
落
が
現
実
的
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」は
話
し
合
い
と

合
意
に
基
づ
く
集
落
営
農
の
必
要

性
と「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で
現
在

を
含
め
数
年
先
を
見
据
え
る
中
で

そ
の
地
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、担
い
手（
認
定
農
業
者
、

法
人
、集
落
営
農
）に
集
約
す
る
こ

と
と
並
行
し
て
農
地
利
用
の
適
正

化
を「
農
地
中
間
管
理
機
構
」と
連

携
し
て
集
積
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
も

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、数

十
年
言
わ
れ
続
け
て
い
る
面
的
な

集
積
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
大
型
農

機
具
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
作
業
中
、農
機
具
の

周
辺
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、搬
送
車

両
か
ら
の
乗
り
降
り
と
圃ほ

ば場
の
出

入
り
で
は
、命
に
関
わ
る
横
転
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
身
体
管

理
と
十
二
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、圃
場
内
の
農
機
具
故
障

は
作
業
日
程
の
遅
延
や
薄
暮
時
の

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
作
業
期
前
の
整
備
に

万
全
を
期
す
こ
と
や
作
業
前
後
の

農
機
具
点
検
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

過
労
等
を
割
け
る
な
ど
の
体
調
管

理
に
配
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

芝
を
活
用
し
た
畦
畔
管
理
の
省
力
化

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　

百
瀬

　
文
貴

市町村長 農業委員会

農業委員 農地利用最適化
推進委員

地域の農業者や農業団体など
推薦・公募

任命 委嘱同意市町村
議会

図1. 農業委員、農地利用最適化推進委員の選任方法イメージ

農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が
議会の同意を得て任命する方法になります。（農委法 8条）
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契
約
に
つ
い
て
困
っ
た
場
合
は
相
談
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

相談　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
と
は
「
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

一
旦
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
「
よ
く
考
え

た
ら
必
要
な
か
っ
た
」「
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
契
約
を
辞

め
た
い
」
な
ど
と
思
っ
た
ら
、
法
で
定
め

ら
れ
た
項
目
が
記
載
し
て
あ
る
書
面
を
、

業
者
か
ら
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
理
由
を
問
わ
ず
一
方
的
に
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
と
、
契
約
は
最
初
か
ら
無

か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
支
払
っ
た
代
金
は

全
額
返
金
さ
れ
、
違
約
金
等
も
請
求
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ー

ス
に
よ
り
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
町
総
務
課

庶
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
商
取
引
法
な
ど
法
律
や
約や
っ
か
ん款
な
ど
の
定
め
の
あ
る
場
合
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
理
由
を
問
わ
ず
、
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大

年金平
成
28
年
7
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
付
猶
予
申
請
が
可

能
な
方
の
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎（
２
５
５
）６
８
２
０

訓
練
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
）
を
送
信
し
ま
す

日
頃
の
訓
練
で
大
規
模
災
害
に
備
え
る

防災　
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
昨
今
、

災
害
は
極
め
て
身
近
な
問
題
で
す
。
大
規

模
災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
は
柏
原
地
区
を
重
点
に
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
自

身
や
家
族
の
命
を
救
う
訓
練
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　
９
月
４
日
日

　
午
前
９
時
～

■
場
所

　
柏
原
地
区
各
会
場

■
内
容　

消
防
信
濃
町

分
署
・
消
防
団

員
が
、
避
難
経

路
を
考
え
る
図

上
訓
練
や
災
害

時
の
対
応
を
考

え
る
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

近
年
町
内
に
お
け
る
「
空
き
家
」
が
増
加
し
て
お
り
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ま
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

調査　
町
と
し
て
早
急
に
対
応
策
を
と
る

べ
く
、
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業

者
の
調
査
員
が
、
道
路
か
ら
空
き
家
目

視
調
査
お
よ
び
記
録
用
写
真
撮
影
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
身

に
つ
け
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
お

り
、
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や
料
金
の
請

求
行
為
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間

　
平
成
28
年
９
月
上
旬
～

10
月
下
旬
／
平
日
９
時
～
17
時
ま
で

■
調
査
業
者

　
東
日
本
総
合
計
画
（
株
）

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
め
や
す

　
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
前
年
所
得
＝
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

９
月
４
日
に
柏
原
地
区
を
重
点
と
し
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
１

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
４
３

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
２

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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成
人
者
代
表
あ
い
さ
つ

　
　
平
成
28
年
８
月
15
日

成
人
者
代
表

　
竹
内

　
寿
斗
さ
ん

新
成
人
を
代
表
し
て一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
。本日

は
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
心
温
ま

る
成
人
式
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
な
ら
自
分
た
ち
の
手
で
計
画
・

運
営
を
す
べ
き
と
こ
ろ
、
お
客
様
に
な
っ
て
し
ま
い
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
か
ら
選
挙
権
も
18
歳
か
ら
と
な
り
、

若
い
世
代
が
、
社
会
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
町
政
を
み
て
も
決
ま
る
こ
と
は
、
私
た
ち
、

ま
た
は
次
の
世
代
で
負
担
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
も
っ
と
そ
の
部
分
で
参
加
し
、
意
見
を
構
築

し
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

横
川
町
長
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
の
良
識
あ
る
町

政
運
営
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
若
い
者
が
、
も
っ
と
将
来
を
考
え
意
見
を

持
ち
寄
り
、
町
政
に
生
か
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
進
ん

で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
中
学
卒
業
後
、
北
海
道
へ
行
き
外
の
景
色
を

み
て
帰
町
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
若
者
の
活
動
も
活

発
で
、
地
域
を
担
う
者
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
地
域
の
青
年
会
や
消
防
団
で
の
交
流

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
若
者
と
諸
先
輩
方
と
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
信
濃
町
に
も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
益
々
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
働
く
職
場
が
な
け
れ
ば
地
域
の
交
流
な

ど
に
若
者
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
若
者
が
戻
っ
て
く
る
受
け
皿
を
、
町
長
は
じ

め
諸
先
輩
方
と
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
我
々
同
世
代
の
横
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
た
め
、
定
期
的
に
同
窓
会
の
開
催
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
同
級
生
皆
さ
ん
の
参

加
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
信
濃
町
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
微
力
な
私
た
ち
で
す
が
、
や
る
気
と
意
欲
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
本
日
お
見
え
の
ご
来
賓
の

皆
さ
ん
の
、
今
以
上
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

☆式典欠席の方で集合写真と成人者の一言集をご希望の方は総合会館まで連絡下さい。（H28年９月20日まで）

チャレンジ!!　　　
　夢に向かって
～自分を信じて進め～　

信濃町成人式

◎対象者…男性41名　女性32名　合計73名
◎出席者…男性30名　女性28名　合計58名

2016年８月15日
於：信濃小中学校・地域交流ホール

母
が
数
年
前
に
他
界
し
ま
し
た
。
80

年
近
い
人
生
で
し
た
が
、
兄
弟
、
3
人

の
孫
、
そ
し
て
子
で
あ
る
私
た
ち
夫
婦
、

家
族
み
ん
な
に
看
取
ら
れ
安
ら
か
に
永

眠
し
た
の
を
今
で
も
昨
日
の
事
の
様
に

覚
え
て
い
ま
す
。

昭
和
の
初
期
に
両
家
の
親
同
士
の
縁

談
に
よ
り
結
婚
が
決
ま
り
、
嫁
い
で
き

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
代
の
よ
う
な
恋

愛
結
婚
と
は
程
遠
い
で
す
が
、
当
時
と

し
て
は
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

嫁
い
で
か
ら
は
、
農
作
業
に
追
わ
れ
、

家
事
に
追
わ
れ
、
子
育
て
と
、
大
変
な

人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
世
間
一
般
で
よ
く
言
わ
れ
て
い

る
嫁
、
姑
問
題
に
も
直
面
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
も
出
来
ず
、
言
い
た
い

こ
と
も
言
え
な
い
、
何
か
に
付
け
て
い
ろ

い
ろ
と
文
句
を
言
わ
れ
る
等
々
、
陰
で

時
々
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
た
も
の
で
す
。

子
育
て
も
終
わ
り
、
や
っ
と
少
し
楽

に
な
っ
た
と
思
え
る
頃
、
今
度
は
そ
の

姑
が
今
で
言
う
認
知
症
が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
時
は
ま
だ
老
人
ボ
ケ
程
度
の
認

識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
は
元

気
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
災
い
し
、
徘

徊
、
排
泄
、
自
分
を
押
し
通
そ
う
と
す

る
我
儘
な
ど
徐
々
に
ひ
ど
く
な
り
、
一
度

ボ
ヤ
騒
ぎ
を
起
こ
す
な
ど
目
を
離
す
こ

と
が
出
来
な
い
状
態
が
長
く
続
き
ま
し

た
。
父
親
は
勤
め
や
農
作
業
や
ら
忙
し

く
中
々
面
倒
も
見
ら
れ
ず
、
独
立
し
た

子
ら
は
家
を
離
れ
て
い
る
た
め
、
結
局

母
一
人
で
介
護
を
す
る
毎
日
で
し
た
。

人
権
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

『
人
権
』
と
は
「
人
が
人
ら
し
く
生

き
て
い
く
た
め
に
社
会
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
て
い
る
権
利
」、「
人
が
生
存
と
自
由

を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求

す
る
権
利
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
て
も
す
ば
ら
し
い
考
え
方
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
母
の
人
生
に
当

て
は
め
て
み
る
と
人
権
な
ど
ま
っ
た
く
蚊

帳
の
外
と
言
う
気
が
し
て
や
ま
な
い
の
で

す
。
た
だ
自
分
を
犠
牲
に
し
て
家
族
の
た

め
の
人
生
で
し
か
無
か
っ
た
の
か
と
。

逆
に
姑
の
立
場
と
し
て
考
え
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
認
知
能
力
が
低
下
し

て
い
る
と
は
い
え
、
彼
女
に
も
人
権
は

存
在
し
ま
す
。
あ
あ
し
た
い
、
こ
う
し

た
い
、
こ
こ
に
行
き
た
い
、
こ
れ
が
食
べ

た
い
等
々
幸
福
を
追
求
し
た
い
け
れ
ど
、

そ
れ
が
出
来
な
い
状
況
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
そ
れ
を
主
張
す
る
あ
ま
り
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
た
り
、
時
と
し
て
そ
れ
が
エ
ゴ

で
あ
っ
た
り
単
な
る
我
儘
で
し
か
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。
自
分
の
権
利
を
追

及
す
る
際
に
ど
こ
ま
で
主
張
で
き
る
の

か
、
ど
こ
ま
で
我
慢
す
れ
ば
い
い
の
か
、

こ
う
い
う
見
極
め
も
人
の
権
利
を
語
る
際

に
は
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

数
年
後
、
姑
が
亡
く
な
り
、
よ
う
や

く
母
も
自
由
な
時
間
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

趣
味
の
野
菜
作
り
、
マレ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に

大
正
琴
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
、
兄
弟

と
の
旅
行
等
々
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ
た

こ
と
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
、
3
人
の

孫
に
も
恵
ま
れ
幸
せ
そ
う
で
し
た
。

し
か
し
70
歳
も
後
半
に
さ
し
か
か
っ

た
頃
、
体
調
不
良
か
ら
入
院
、
検
査
で

癌
が
見
つ
か
り
余
命
ま
で
宣
告
さ
れ
る

事
態
に
な
っ
た
の
で
す
。
最
初
母
も
私

た
ち
家
族
も
動
揺
し
ま
し
た
。
治
療
を

受
け
る
よ
う
勧
め
た
の
で
す
が
、
数
日

後
い
ろ
い
ろ
考
え
て
の
結
果
だ
と
思
い
ま

す
が
、
母
は
宣
言
し
た
の
で
す
。

「
姑
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
父
も
亡

く
な
っ
て
か
ら
十
数
年
自
由
に
生
き
て

き
た
か
ら
、
思
い
残
す
こ
と
は
無
い
、
だ

か
ら
延
命
治
療
は
受
け
な
い
で
自
然
の

成
り
行
き
に
任
せ
る
」
と
母
は
人
生
の

最
後
に
な
っ
て
自
分
の
権
利
を
主
張
し
、

そ
れ
を
全
う
し
た
の
で
す
。

人
権
と
は
「
人
が
人
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
」
し

か
し
死
の
選
び
方
も
母
に
と
っ
て
大
切

な
人
権
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
半
年

後
母
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
冒
頭
に
書

い
た
通
り
で
す
。
き
っ
と
最
後
は
幸
せ

な
気
持
ち
で
逝
く
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
今
も
思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
が
高
度
に
進
ん
だ
現
代
で
は
、

お
年
寄
り
の
平
均
寿
命
が
延
び
、
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
反
面
た
だ
生

か
さ
れ
て
い
る
延
命
治
療
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。母
の
決
断
は

「
人
が
人
ら
し
く
あ
る
た
め
に
は
こ
う

い
う
選
択
も
あ
る
」
と
言
う
こ
と
を
現

代
の
医
療
に
対
し
て
も
、
ま
た
人
権
と

い
う
考
え
方
に
対
し
て
も
一
石
を
投
じ
た

も
の
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　第35回　やまなみ大学
「みんなの明日をみんなの手で創りましょう」を合言葉にやまなみ大学が開かれ、今年度で 35 回を迎えました。総合会館に
於いて、３日間の３講座で延べ 105 名の聴講が有り大変盛況でした。

８月３日（水）　総合会館　「野尻湖人」をもとめて
野尻湖ナウマンゾウ博物館　館長　近藤　洋一　先生
今年の３月に、第21次野尻湖発掘が行われました。200名を超える全国の野尻湖友の会の会員が集まって、
10 日間発掘を行い、多くの成果を得ることができました。
野尻湖に旧石器人類がいて、狩猟・解体した場所「キルサイト」ではないかという仮説を立てて発掘を
進めてきました。人類の歴史を振り返りながら、野尻湖人のいた可能性についてお話しされました。

８月５日（金）　総合会館　日本列島における羊飼い
羊農家　松岡　雅流　先生
松岡先生は羊を中心に循環させる農業をしながら、羊に関わる様々な研究をされています。
羊はその昔、最盛期で95万頭以上いました。それが現在では、観光用も合わせてわずか1万6千頭程に減っ
てしまいました。そもそも羊とはどういう生き物で、何故日本では理解されにくいのかを考え、そこから日
本列島での羊のあるべき姿をお話しいただきました。

８月８日（月）　総合会館　宮沢賢治の西域への憧憬
前嘉悦大学経営経済学部　同学部長・教授　松行　彬子　先生
宮沢賢治の童話や詩に登場する西域（アジア西域）の意味を丹念に読み解き、賢治の同級生であった、松
行先生の祖父との個人的な体験を含めて、旧制盛岡高等農林学校で、地質学を学び、科学者、詩人でもあっ
た賢治が、西域になぜ関わりをもつようになったのかお話しをしていただきました。

　
　

  
母
に
つ
い
て
思
う
こ
と

社
会
教
育
委
員

　
Ｓ　

人
権
の
窓

舞
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、私
達

の
通
報
と
依
頼
に
対
し
、行
政
当

局
と
猟
友
会
の
み
な
さ
ま
に
は
対

策
で
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
安
全
に
猟
銃
を
扱
い
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
方

は
、役
場
の
産
業
観
光
課
が
協
議

会
と
猟
友
会
の
事
務
局
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
長
野
県
農
業
技
術
課
で
は
ネ
ッ

ト
と
電
気
柵
で
主
要
な
獣
種
の
侵

入
を
防
げ
る
こ
と
が
で
き
る「
長

野
式
電
気
柵
」を
開
発
し
ま
し
た
。

柵
の
シ
ス
テ
ム
は
ネ
ッ
ト
の
高
さ

が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク（
F
R
P
）製
の
支
柱

と
専
用
ク
リ
ッ
プ
を
開
発
し
製
品

化
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
電
牧
器

関
連
を
除
い
た
経
費
で
１
メ
ー
ト

ル
当
た
り
７
０
０
円
弱
と
の
こ
と

で
す
。
詳
細
は
５
月
29
日
付
の「
日

本
農
業
新
聞
」を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。　

人
と
獣
を
隔
て
る
境
界
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
が
利
用
し
て
い
た
里

山
が
奥
山
と
の
間
の
緩
衝
帯
と
し

て
農
地
・
住
宅
と
の
間
に
あ
り
、一

定
程
度
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
・
林

業
の
衰
退
・
食
文
化
の
変
遷
と
と
も

に
、見
渡
し
の
効
く
里
山
は
、手
入

れ
の
届
か
な
い
か
つ
て
の
奥
山
に

変
貌
し
ま
し
た
。
人
社
会
が
数
歩

譲
歩
し
、草
刈
り
場
や
耕
作
放
棄

地
の
再
度
の
利
用
を
計
画
的
に
行

う
循
環
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
で
あ

り
、農
業
に
携
わ
る
者
が
主
体
と

な
り
、地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
行
う
事
業

に
思
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
平
成
28
年
は
農
協
法
と
併
せ
て

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、農

業
委
員
会
の
制
度
は
４
月
に
改
正

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
濃
町
農

業
委
員
も
旧
法
に
基
づ
い
た
公
選

法
の
制
度
に
よ
る
委
員
は
、平
成

29
年
３
月
31
日
に
任
期
終
了
と
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、信
濃
町
長

が
１
月
中
に
公
募
に
よ
る
候
補
者

と
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
に

「
推
薦
」を
求
め
る
候
補
者
を
定
数

の
中
で
定
め
、平
成
28
年
度
末
ま

で
に
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
新
農
業
委
員
に
は「
認
定
農
業

者
」が
含
ま
れ
る
こ
と
と「
農
業
の

利
害
関
係
者
以
外（
＝
農
業
に
従

事
し
て
い
な
い
）」の
方
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
表
に
顕

あ
ら
わ

れ
る
象
徴
的
な「
農
業
委
員
」制
度

を
大
き
く
改
正
す
る
第
１
の
側
面

で
す
。　

併
せ
て「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
」を
地
域
ご
と
に
委
嘱
し
、

農
地
の
集
団
化
や
農
地
利
用
の
集

積
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」は
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
活

動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
第
２
の

側
面
と
な
り
ま
す
。
信
濃
町
に
お

い
て
は
、重
点
的
に「
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
」（
端
的
に
は
土
地

改
良
事
業
を
実
施
し
た
地
域
等
）

で
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
止
と

そ
の
解
消
活
動
や
新
規
参
入
就
農

者
の
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な

り
、全
国
的
に
就
労
世
代
人
口
の

逓て
い
げ
ん減
と
高
齢
者
継
続
就
労
傾
向
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、対
比
的
な
観

点
で
主
要
で
な
い
中
山
間
地
で
は

就
農
者
の
相
対
的
減
少
と
限
界
集

落
が
顕
現
化
し
危
機
的
集
落
や
超

限
界
集
落
が
現
実
的
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」は
話
し
合
い
と

合
意
に
基
づ
く
集
落
営
農
の
必
要

性
と「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で
現
在

を
含
め
数
年
先
を
見
据
え
る
中
で

そ
の
地
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、担
い
手（
認
定
農
業
者
、

法
人
、集
落
営
農
）に
集
約
す
る
こ

と
と
並
行
し
て
農
地
利
用
の
適
正

化
を「
農
地
中
間
管
理
機
構
」と
連

携
し
て
集
積
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
も

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、数

十
年
言
わ
れ
続
け
て
い
る
面
的
な

集
積
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
大
型
農

機
具
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
作
業
中
、農
機
具
の

周
辺
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、搬
送
車

両
か
ら
の
乗
り
降
り
と
圃ほ

ば場
の
出

入
り
で
は
、命
に
関
わ
る
横
転
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
身
体
管

理
と
十
二
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、圃
場
内
の
農
機
具
故
障

は
作
業
日
程
の
遅
延
や
薄
暮
時
の

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
作
業
期
前
の
整
備
に

万
全
を
期
す
こ
と
や
作
業
前
後
の

農
機
具
点
検
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

過
労
等
を
割
け
る
な
ど
の
体
調
管

理
に
配
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

芝
を
活
用
し
た
畦
畔
管
理
の
省
力
化

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　

百
瀬

　
文
貴

市町村長 農業委員会

農業委員 農地利用最適化
推進委員

地域の農業者や農業団体など
推薦・公募

任命 委嘱同意市町村
議会

図1. 農業委員、農地利用最適化推進委員の選任方法イメージ

農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が
議会の同意を得て任命する方法になります。（農委法 8条）
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契
約
に
つ
い
て
困
っ
た
場
合
は
相
談
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

相談　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
と
は
「
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

一
旦
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
「
よ
く
考
え

た
ら
必
要
な
か
っ
た
」「
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
契
約
を
辞

め
た
い
」
な
ど
と
思
っ
た
ら
、
法
で
定
め

ら
れ
た
項
目
が
記
載
し
て
あ
る
書
面
を
、

業
者
か
ら
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
理
由
を
問
わ
ず
一
方
的
に
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
と
、
契
約
は
最
初
か
ら
無

か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
支
払
っ
た
代
金
は

全
額
返
金
さ
れ
、
違
約
金
等
も
請
求
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ー

ス
に
よ
り
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
町
総
務
課

庶
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
商
取
引
法
な
ど
法
律
や
約や
っ
か
ん款
な
ど
の
定
め
の
あ
る
場
合
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
理
由
を
問
わ
ず
、
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大

年金平
成
28
年
7
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
付
猶
予
申
請
が
可

能
な
方
の
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎（
２
５
５
）６
８
２
０

訓
練
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
）
を
送
信
し
ま
す

日
頃
の
訓
練
で
大
規
模
災
害
に
備
え
る

防災　
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
昨
今
、

災
害
は
極
め
て
身
近
な
問
題
で
す
。
大
規

模
災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
は
柏
原
地
区
を
重
点
に
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
自

身
や
家
族
の
命
を
救
う
訓
練
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　
９
月
４
日
日

　
午
前
９
時
～

■
場
所

　
柏
原
地
区
各
会
場

■
内
容　

消
防
信
濃
町

分
署
・
消
防
団

員
が
、
避
難
経

路
を
考
え
る
図

上
訓
練
や
災
害

時
の
対
応
を
考

え
る
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

近
年
町
内
に
お
け
る
「
空
き
家
」
が
増
加
し
て
お
り
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ま
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

調査　
町
と
し
て
早
急
に
対
応
策
を
と
る

べ
く
、
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業

者
の
調
査
員
が
、
道
路
か
ら
空
き
家
目

視
調
査
お
よ
び
記
録
用
写
真
撮
影
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
身

に
つ
け
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
お

り
、
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や
料
金
の
請

求
行
為
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間

　
平
成
28
年
９
月
上
旬
～

10
月
下
旬
／
平
日
９
時
～
17
時
ま
で

■
調
査
業
者

　
東
日
本
総
合
計
画
（
株
）

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
め
や
す

　
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
前
年
所
得
＝
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

９
月
４
日
に
柏
原
地
区
を
重
点
と
し
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
１

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
４
３

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
２

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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お申込み・お問合せ先
　野尻湖ナウマンゾウ博物館　　☎（２５８）２０９０

信濃町星空研究会では、８月12日に毎年恒例のペル
セウス座流星群の観望会をおこないました。参加者は
11名で、１時間で10個程度みることができ、流星が飛
ぶと参加者は歓声をあげてよろこんでいました。徳島
県の鳴門市や栃木県から参加した家族もいて、信濃町
の星空を楽しんでいました。

水族館で学ぶ進化 －上越市立水族博物館－

９月24日（土）
　上越市立水族博物館で水にすむ生き物の形や泳ぎ
方、くらし方を調べながら、生き物の進化について学
びましょう。
日　時　平成28年9月24日（土）午前9時～午後4時

場　所　上越市立水族博物館

集　合　午前9時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ

解　散　午後4時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ

持ち物　リュックサック、筆記用具、昼食、飲み物、タオル

服　装　よごれてもよい服装

費　用　大人1,000円、子ども500円

　　　　（入園料+保険代+資料代）

定　員　20名（定員になりしだい締め切ります）

申込み　9月23日（金）午後5時までに博物館までお電話で。

キノコの学習会
10月１日（土）

　信濃町の山で採れるキノコを調べましょう。採った
キノコは富士里支館でおこなわれるキノコ展で鑑定し
ます。
日　時　平成28年10月1日（土）午前9時～午後2時

集　合　午前9時　富士里支館まえ

解　散　午後2時ころ　富士里支館

持ち物　リュックサック、軍手、古新聞、タオル、昼食、

　　　　飲み物、雨具

服　装　よごれてもよいハイキングの服装。

　　　　暖かい服装でお越しください。

費　用　100円（保険代）

申込み　9月30日（金）午後5時までに博物館までお電話で。

遺跡めぐり（秋）
－大
おおむろ

室古
こ

墳
ふんぐん

群（長野市）と八
はっちょうよろいづかこふん

丁鎧塚古墳（須坂市）－

10月２日（日）
日　時　平成28年10月2日（日）午前9時～午後4時

費　用　400円

　　　　（保険代、資料代、須坂市立博物館入館料ほか）

持ち物　昼食、筆記用具、雨具など

定　員　20名（定員になり次第締め切ります）

申込み　9月30日（金）午後5時までに博物館までお電話で。

※くわしい内容は新聞折込チラシでお知らせします。

学習会のお知らせ 教職員社会体験研修の感想

８月４・５日の２日間、野尻湖ナ
ウマンゾウ博物館で研修をさせてい
ただきました。来場者への解説、展
示、学術研究、資料の収集管理、さ
まざま展示やイベントの企画・運
営など、学芸員の仕事の一端を垣間見ることができま
した。専門性はもちろん、オリジナリティーや発信力
が高いレベルで求められる職業だと感じました。また、
年齢はもちろん、知識・興味・関心などが違う多様な方々
への対応をしなければならない仕事の幅広さや大変さ
を感じました。いろんな方がいろんな質問をしたり、
ものを持ち込むということでしたが、「わかりません」
は通用しない、ということを伺いました。よく高校の
理科の教員は、それは専門外だから、という言葉を使
いますが、それは逃げでしかないと改めて思いました。
どんなことにでも興味関心を持って研鑽を積んでいか
ねばならないな、と初心を思い出しました。情報化社
会で、簡単に映像や画像が見られる世の中だからこそ、
モニターに映る平面的な情報ではなく、地元にある素
晴らしい生の教材を使って、五感六感に訴える、まず
は足元をよく見る教育活動をしていきたいと思います。

（長野高校教諭　中川知津子）

教職員としての資質向
上を図るために、経験者
研修の一環として、８月
８日（月）に野尻湖ナウ
マンゾウ博物館で１日研
修をさせていただきまし
た。野尻湖発掘調査団の
方々と現地にて一緒に発掘作業を行わせていただいた
り、学芸員の方と火山灰に含まれる鉱物観察について
来館者向けの体験講座をさせていただいたりしました。
お陰様で信濃町の地層や火山について見識を深めるこ
とができました。学ばせていただいたことを信濃町の
児童生徒に対して、理科の授業で生かしていきたいと
思います。ご多用の中、近藤洋一館長様はじめ館員の
皆様、野尻湖発掘調査団の皆様に厚くお礼申し上げま
す。本当にありがとうございました。

（信濃小中学校教諭　結解　武宏）

ペルセウス座流星群観望会をおこないました

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

７月 30日（土）の野尻湖灯ろう流し花火大会にあわ
せて、博物館で体験イベント「ゾウの骨をさわってみ
よう」をおこないました。博物館に保管されている本
物のアジアゾウの骨にふれていただきました。50名ほ
どの方が参加され
ました。今回は木
製のナウマンゾウ
の骨格パズルも初
お目見え。どの部
分の骨かを考えな
がら、パズルに挑
戦していただきま
した。

８
月
６
日
、
７
日
に
野
尻

湖
発
掘
調
査
団
と
の
共
催
で

氷
河
時
代
た
ん
け
ん
隊
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
町
内
外
か

ら
54
名
が
参
加
し
、
野
尻
湖

の
周
り
を
た
ん
け
ん
し
な
が

ら
、
お
よ
そ
４
万
年
前
の
氷

河
時
代
の
野
尻
湖
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
１
日
目
は
班

ご
と
に
分
か
れ
て
野
尻
湖
の

周
辺
を
歩
き
、
６
カ
所
の

ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
野
尻
湖
や
仲
町
の
発

掘
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
り
、
３
万
年

前
の
火
山
灰
さ
が
し
や
昆
虫

化
石
さ
が
し
、
野
尻
湖
に
す

む
微
生
物
（
ケ
イ
ソ
ウ
）
の

観
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

夜
は
学
習
会
を
お
こ
な
い
、

長
野
西
高
校
天
文
班
の
皆
さ

ん
に
活
動
発
表
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
天
文
や
発
掘
に

関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
２
日
目
は
斑
尾
高
原

の
林
道
で
地
層
の
観
察
を

し
、
そ
の
後
、
沼
の
原
湿
原

で
自
然
観
察
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
夏
の
暑
い
日
差
し
の

中
で
し
た
が
、
氷
河
時
代
に

思
い
を
は
せ
る
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

○
火
山
灰
な
ど
を
ほ
っ
た
と

き
、
重
か
っ
た
の
で
す
が
、

３
万
年
前
の
火
山
灰
を
と
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。

	

（
小
学
５
年
生
）

○
発
掘
現
場
で
江
戸
か
ら
石

器
時
代
ま
で
の
物
が
見
つ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ

の
場
所
で
ず
ー
っ
と
人
が
住

み
続
け
て
い
た
ん
だ
な
と
い

う
ロ
マ
ン
が
感
じ
ら
れ
て
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

	

（
一
般
）

○
ケ
イ
ソ
ウ
を
じ
っ
く
り
見

ら
れ
て
、
細
長
い
も
の
と
丸

い
も
の
が
い
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。	
（
高
校
生
）

○
地
層
を
見
て
も
な
か
な
か

区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
顕

微
鏡
で
き
れ
い
な
鉱
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま

し
た
。	

（
一
般
）

○
植
物
な
ど
を
話
し
な
が

ら
、
楽
し
く
お
ぼ
え
ら
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。

	

（
小
学
５
年
生
）

体験イベントをおこないました

野尻湖でナウマンゾウ狩りをしていた “ 野尻湖人 ” が
住んでいた場所をさがすことなどを目的に、野尻湖発
掘調査団が野尻の仲町遺跡で発掘調査をおこないまし
た。８月３日～ 11 日の日程で、22 名の参加者によっ
て４m×４mの範
囲が発掘され、石
器９点などが見つ
かりました。今後、
地層と石器の関係
などのくわしい研
究がおこなわれる
予定です。

仲町遺跡で発掘調査がおこなわれました

イベントのようす発掘調査のようす

湿原の植物を学習 地層の前で記念撮影 野尻湖の微生物を観察

氷
河
時
代
た
ん
け
ん
隊
2016
の
報
告

８
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

3 万年前の火山灰さがし

舞
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、私
達

の
通
報
と
依
頼
に
対
し
、行
政
当

局
と
猟
友
会
の
み
な
さ
ま
に
は
対

策
で
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　安
全
に
猟
銃
を
扱
い
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
い
と
希
望
さ
れ
て
い
る
方

は
、役
場
の
産
業
観
光
課
が
協
議

会
と
猟
友
会
の
事
務
局
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　長
野
県
農
業
技
術
課
で
は
ネ
ッ

ト
と
電
気
柵
で
主
要
な
獣
種
の
侵

入
を
防
げ
る
こ
と
が
で
き
る「
長

野
式
電
気
柵
」を
開
発
し
ま
し
た
。

柵
の
シ
ス
テ
ム
は
ネ
ッ
ト
の
高
さ

が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク（
F
R
P
）製
の
支
柱

と
専
用
ク
リ
ッ
プ
を
開
発
し
製
品

化
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
電
牧
器

関
連
を
除
い
た
経
費
で
１
メ
ー
ト

ル
当
た
り
７
０
０
円
弱
と
の
こ
と

で
す
。
詳
細
は
５
月
29
日
付
の「
日

本
農
業
新
聞
」を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　人
と
獣
を
隔
て
る
境
界
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
が
利
用
し
て
い
た
里

山
が
奥
山
と
の
間
の
緩
衝
帯
と
し

て
農
地
・
住
宅
と
の
間
に
あ
り
、一

定
程
度
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
・
林

業
の
衰
退
・
食
文
化
の
変
遷
と
と
も

に
、見
渡
し
の
効
く
里
山
は
、手
入

れ
の
届
か
な
い
か
つ
て
の
奥
山
に

変
貌
し
ま
し
た
。
人
社
会
が
数
歩

譲
歩
し
、草
刈
り
場
や
耕
作
放
棄

地
の
再
度
の
利
用
を
計
画
的
に
行

う
循
環
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
で
あ

り
、農
業
に
携
わ
る
者
が
主
体
と

な
り
、地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
行
う
事
業

に
思
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
制
度
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
す

　平
成
28
年
は
農
協
法
と
併
せ
て

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、農

業
委
員
会
の
制
度
は
４
月
に
改
正

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
濃
町
農

業
委
員
も
旧
法
に
基
づ
い
た
公
選

法
の
制
度
に
よ
る
委
員
は
、平
成

29
年
３
月
31
日
に
任
期
終
了
と
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、信
濃
町
長

が
１
月
中
に
公
募
に
よ
る
候
補
者

と
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
に

「
推
薦
」を
求
め
る
候
補
者
を
定
数

の
中
で
定
め
、平
成
28
年
度
末
ま

で
に
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　新
農
業
委
員
に
は「
認
定
農
業

者
」が
含
ま
れ
る
こ
と
と「
農
業
の

利
害
関
係
者
以
外（
＝
農
業
に
従

事
し
て
い
な
い
）」の
方
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
表
に
顕

あ
ら
わ

れ
る
象
徴
的
な「
農
業
委
員
」制
度

を
大
き
く
改
正
す
る
第
１
の
側
面

で
す
。

　併
せ
て「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
」を
地
域
ご
と
に
委
嘱
し
、

農
地
の
集
団
化
や
農
地
利
用
の
集

積
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」は
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
活

動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
第
２
の

側
面
と
な
り
ま
す
。
信
濃
町
に
お

い
て
は
、重
点
的
に「
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
」（
端
的
に
は
土
地

改
良
事
業
を
実
施
し
た
地
域
等
）

で
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
止
と

そ
の
解
消
活
動
や
新
規
参
入
就
農

者
の
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　農
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な

り
、全
国
的
に
就
労
世
代
人
口
の

逓て
い
げ
ん減
と
高
齢
者
継
続
就
労
傾
向
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、対
比
的
な
観

点
で
主
要
で
な
い
中
山
間
地
で
は

就
農
者
の
相
対
的
減
少
と
限
界
集

落
が
顕
現
化
し
危
機
的
集
落
や
超

限
界
集
落
が
現
実
的
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」は
話
し
合
い
と

合
意
に
基
づ
く
集
落
営
農
の
必
要

性
と「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で
現
在

を
含
め
数
年
先
を
見
据
え
る
中
で

そ
の
地
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、担
い
手（
認
定
農
業
者
、

法
人
、集
落
営
農
）に
集
約
す
る
こ

と
と
並
行
し
て
農
地
利
用
の
適
正

化
を「
農
地
中
間
管
理
機
構
」と
連

携
し
て
集
積
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
担
い
手
も

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、数

十
年
言
わ
れ
続
け
て
い
る
面
的
な

集
積
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
大
型
農

機
具
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
作
業
中
、農
機
具
の

周
辺
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、搬
送
車

両
か
ら
の
乗
り
降
り
と
圃ほ

ば場
の
出

入
り
で
は
、命
に
関
わ
る
横
転
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
身
体
管

理
と
十
二
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、圃
場
内
の
農
機
具
故
障

は
作
業
日
程
の
遅
延
や
薄
暮
時
の

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
作
業
期
前
の
整
備
に

万
全
を
期
す
こ
と
や
作
業
前
後
の

農
機
具
点
検
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

過
労
等
を
割
け
る
な
ど
の
体
調
管

理
に
配
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

芝
を
活
用
し
た
畦
畔
管
理
の
省
力
化

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　百
瀬
　文
貴

市町村長 農業委員会

農業委員 農地利用最適化
推進委員

地域の農業者や農業団体など
推薦・公募

任命 委嘱同意市町村
議会

図1. 農業委員、農地利用最適化推進委員の選任方法イメージ

農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくものから市町村長が
議会の同意を得て任命する方法になります。（農委法 8条）
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契
約
に
つ
い
て
困
っ
た
場
合
は
相
談
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

相談
　ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
と
は
「
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

一
旦
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
「
よ
く
考
え

た
ら
必
要
な
か
っ
た
」「
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
契
約
を
辞

め
た
い
」
な
ど
と
思
っ
た
ら
、
法
で
定
め

ら
れ
た
項
目
が
記
載
し
て
あ
る
書
面
を
、

業
者
か
ら
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
理
由
を
問
わ
ず
一
方
的
に
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
と
、
契
約
は
最
初
か
ら
無

か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
支
払
っ
た
代
金
は

全
額
返
金
さ
れ
、
違
約
金
等
も
請
求
さ

れ
ま
せ
ん
。

　ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
は
、

法
令
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ー

ス
に
よ
り
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
町
総
務
課

庶
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
商
取
引
法
な
ど
法
律
や
約や
っ
か
ん款
な
ど
の
定
め
の
あ
る
場
合
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
理
由
を
問
わ
ず
、
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大

年金平
成
28
年
7
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
付
猶
予
申
請
が
可

能
な
方
の
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎（
２
５
５
）６
８
２
０

訓
練
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
）
を
送
信
し
ま
す

日
頃
の
訓
練
で
大
規
模
災
害
に
備
え
る

防災
　各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
昨
今
、

災
害
は
極
め
て
身
近
な
問
題
で
す
。
大
規

模
災
害
時
の
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
は
柏
原
地
区
を
重
点
に
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
自

身
や
家
族
の
命
を
救
う
訓
練
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　９
月
４
日
日

　午
前
９
時
～

■
場
所

　柏
原
地
区
各
会
場

■
内
容

　消
防
信
濃
町

分
署
・
消
防
団

員
が
、
避
難
経

路
を
考
え
る
図

上
訓
練
や
災
害

時
の
対
応
を
考

え
る
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

近
年
町
内
に
お
け
る
「
空
き
家
」
が
増
加
し
て
お
り
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ま
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

調査
　町
と
し
て
早
急
に
対
応
策
を
と
る

べ
く
、
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業

者
の
調
査
員
が
、
道
路
か
ら
空
き
家
目

視
調
査
お
よ
び
記
録
用
写
真
撮
影
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
身

に
つ
け
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
お

り
、
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と
や
料
金
の
請

求
行
為
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間

　平
成
28
年
９
月
上
旬
～

10
月
下
旬
／
平
日
９
時
～
17
時
ま
で

■
調
査
業
者

　東
日
本
総
合
計
画
（
株
）

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
め
や
す

　本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
前
年
所
得
＝
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

９
月
４
日
に
柏
原
地
区
を
重
点
と
し
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
１

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
４
３

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
２

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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【非常事態】長野県内で
交通死亡事故が多発！！

長野県内では、昨年１年間の交通事故
死亡者数が 69 人であったのに対して、
今年は 7 月 22 日時点で既に 70 人が交
通事故により亡くなり、全国的に見て
も危機的状況となっています。交通死
亡事故を減らすためには、県民一人ひ
とりの「自分の身は自分で守る」意識が
重要です。

◎自発的交通安全意識の浸透◎
■歩行者のみなさんは．．．
①止まる・・・必ず止まる
②見る・・・左右をしっかり見る
③目立つ・・・明るい服装、反射材等で
　　　　     存在をアピール
■ドライバーのみなさんは．．．
①指さし確認・・・「目」と「指さし」で
　　　　　　　  重ねて確認
②早めの点灯・・・暗くなり始めたら
　　　　　　     早めのライトオン
③シートベルト・・・スタート合図は
　　　　　　　　 「ベルトした？」
問長野県警察本部交通部交通企画課
問長野県交通安全運動推進本部

狩猟免許試験および初心者狩
猟免許試験講習会のお知らせ

長野地方事務所では、農林業の鳥獣被
害対策や有害鳥獣捕獲者の確保のため、
新規狩猟免許取得者の獲得を目指して
います。下記のとおり狩猟免許試験と
初心者講習会を行いますので、狩猟免
許取得希望者や狩猟に関する興味関心
がある方はぜひご参加ください。
◎狩猟免許試験
■日にち：10 月 4 日火
■場所：長野合同庁舎 5 階会議室

■内容：適正試験 / 技能試験 / 知識試験
■対象者：長野県内に住所があり、狩
猟免許を取得したい方または種別の異
なる免許を取得したい方。（ただし、年
齢制限があります。）
■受験手数料：長野県収入証紙 5,200
円（既に免許を所持しており、さらに他
の免許を受験する方は 3,900 円）
◎初心者講習会
■日にち：9 月 27 日火
■場所：長野合同庁舎 5 階会議室
■受講料：無料（講習会当日にテキスト
代 2,300 円をいただきます。）
■申込方法（免許試験・講習会同様）：
9月5日月から9月16日金までに県ホー
ムページにある所定の申請書に必要書
類を添えて、長野地方事務所林務課林
務係まで郵送または持参してください。
問長野地方事務所林務課林務係
☎（２３４）９５２１

自衛官を募集

■防衛大学校学生
国を思い将来を見つめる自衛隊のリー
ダーを目指す
◎資格　高卒（見込み含む）21 歳未満
◎受付　一般（前期）9 月 5 日月～ 9
月 30 日金
◎試験　一般（前期）１次 11 月 5 日土・
6 日日
■防衛医科大学校医学科学生
総合臨床医として国際的に活躍できる
自衛隊医官を目指す
◎資格　高卒（見込み含む）21 歳未満
◎受付　9 月 5 日月～ 9 月 30 日金
◎試験　1 次　10 月 29 日土・30 日日
■防衛医科大学校看護学科学生
未来に目を向けた看護師養成課程
◎資格　高卒（見込み含む）21 歳未満

◎受付　9 月 5 日月～ 9 月 30 日金
◎試験　1 次　10 月 15 日土
問自衛隊長野地方協力本部 長野地域事務所  
☎（２３５）６０２６

長野1日合同行政相談所
を開催します

不動産の登記、年金、道路や農地な
ど役所の仕事についての相談、また弁
護士や税理などの専門家への相談がで
きる 1 日合同行政相談所を開催します。
お気軽にご利用ください。
■日時　9 月 28 日水　10：00 ～ 15：00

（受付は 14：30 まで）
■場所　トイーゴウエスト 4 階大学習室
■その他　相談は無料で秘密は守られ
ます／事前の予約は不要／混雑状況に
より、受付を早めに締め切る場合があ
ります
問総務省 長野行政評価事務所
☎（２３５）５５６６

青年海外協力隊・シニア海外
ボランティアの募集説明会

国際協力機構（JICA）では、途上国で
活躍する青年海外協力隊やシニア海外
ボランティアなどを募集しています。
■秋の募集期間
9 月 30 日金～ 11 月 4 日金

【長野県内で募集説明会を開催】
◎ 9 月 22 日木 /11:00 ～ 15:00/JR 長野
駅駅ビル MIDORI3 階 りんごのひろば
◎ 10 月 1 日土 /14:00 ～ 16:00/ 長野市
イーストプラザコミュニティルーム 1・2
■備考：参加費無料／申込不要／途中
入退場可
問 JICA 駒ヶ根　（担当）工藤裕美
☎０２６５（８２）６１５１
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1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
9月29日木／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）

4か月児／対象：平成28年4・5月生
7か月児／対象：平成28年1・2月生

10か月児／対象：平成27年10・11月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
10月21日金／受付：12：00～(3歳児)／12：30
～12:45（1歳半児） 
1歳半児／対象：平成27年2月生
3歳児　／対象：平成25年7月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00 
※希望日の3日前までに予約してください。
※※予防接種は一般外来でも承りますが、そ
の場合も予約が必要です。

4よろず相談　　　　 木育ルームなかよし
9月5日月/10月3日月/10:00～11:30　子育ての相談

5こころの健康相談　　　　　保健センター
9月21日水／18:00～21:00　※1週間前までに
予約してください。

6断酒会   　　　　　　　　       総合会館
9月28日水／19:00～21:00／お酒をやめら
れない方、断酒を続けている方、ご家族の方
のお酒についての相談、学習

7母乳相談　　　   　  木育ルームなかよし 
9 月 5 日月 /12 日月 /21 日水 /26 日月 /9:00
～ 13:00 ／母乳育児の相談、乳房マッサージ、
体重測定

8あそびの会　     　　木育ルームなかよし
9 月 29 日木／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：親子
で楽しむ歌と読み聞かせ

9園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
9月26日月／9:00～11:00

�ちびっ子集まれ　　　　　　  　各保育園
野尻：9月16日金／柏原：9月17日土／富士里：9
月24日土／古間：9月24日土
�発達相談　　　　      木育ルームなかよし
9月6日火／12日月／23日金／10:00～11:00
�就業相談　　　　      木育ルームなかよし
9月16日金／10:00～11:00
※相談は、女性就業支援員（080-9542-8948）
へ電話予約してください。

▶問い合わせ先

1～2・4～6保健予防係 ☎(255)3112
3 信越病院小児科外来 ☎(255)3100
7・8なかよし相談員 ☎090(4382)6832
9・� 野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201
／富士里保育園 ☎(255)3416
� 教育委員会事務局 ☎(255)5923

問住民福祉課環境係
☎（255）59249 月資源物収集

1日木 スチール類

3日土 新聞・チラシ（柏原・富士里）

7日水 容器包装プラスチック

8日木 ペットボトル

10日土 新聞・チラシ（野尻・古間）

13日火 ビン（無色）

15日木 ビン（茶色）

17日土 ダンボール（柏原・富士里）

21日水 容器包装プラスチック

24日土 ダンボール（野尻・古間）

27日火 埋立ごみ

29日木 ビン（その他の色）

▪秋の全国交通安全運動
　9 月 21 日水～ 30 日金交通安全

問総務課庶務係　☎ (255)3143

秋の夜空にきらめく星々

「星空観察会～夏から秋への星座～」

  お申込みは
9 月 22 日木までにしなの町 Woods-Life Community ☎（２５５）５９２５

ひとときの会からのお知らせ

新月から3日目はお星さま観察日和。童話館前の芝生で寝転んで星空を眺め
ましょう。ナウマンゾウ博物館の近藤館長・信濃町星空研究会のみなさまから
お話を聞きながら、秋の夜長を楽しみませんか。

☆日程　9月 23 日金　(雨天中止）
☆時間　19：30 ～ 21：00 頃まで
☆集合場所　黒姫童話館ギャラリー横
☆参加費　200 円（保険料）
☆持ち物　寝転べるシート、防寒着等、
懐中電灯

長 野

■可燃ごみの処理量
　７月の可燃ごみの処理量は、169㌧でした。（前月対比プラス30㌧）
　可燃ごみの減量化に努めましょう！
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月 26日 詩吟の時間
火 27日 税務署だより
水 毎週 保健だより

木
8日 消防だより
15日 交番だより

金 30日 一茶ふるさと俳句（秋の朝）

土
10,24日 ふるさとの民話
17日 学校だより

毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

9月 6日 /13日 /20日 /27日
午後5:15～午後7:00【祝祭日除く】

◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明／
印鑑証明の発行　

※内容によっては発行できない場合もあります。
※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。



【応募基準】
◎応募できる写真　信濃町で撮影した写真（撮影時期不問／デジカメ・スマホ可）／自作の写真
◎応募できない写真　他のコンテストなどに応募した写真／公序良俗に反する写真

（注意）肖像権について・・・被写体が人物の場合、応募に際しては本人（被写体）の承諾が必ず必要です。また、被写体が

未成年の場合は親権者の承諾が必要となります。応募者本人が撮影し、全ての著作権を有しているものに限ります。

【使用要領】
著作権は撮影者に帰属しますが、使用権は主催者に帰属し、出版物・宣伝広告・ホームページ等に無

償で使用させていただきます／使用する際、トリミングする場合があります／募集作品が多い場

合、今回のパンフレットに使用しない場合もあります。あらかじめご了承ください／応募された作

品については使用権等、上記内容を了承したとみなします

■応募方法　下記応募先にメールまたはデータを持参にて提出してください。

■応募期間　平成 28 年 9 月 5 日月～平成 28 年 12 月 22 日木

■応募先　信濃町総合情報センター（道の駅しなのふるさと天望館横／☎ 255-6677 ／火曜定休）

　　　　   メールアドレス ： bosyu@shinano-town.info

　　　　   データ容量に上限がありますのでデータ便等でお送りください。

　　　　   応募の際には、撮影日時／撮影場所／撮影者住所・氏名／肖像権確認済を記載してください。

あなたの写真が信濃町を表現する !?
ー 信濃町の総合パンフレットに掲載する写真素材を募集します ー

信濃町で人が楽しんでいる様子や日常の風景写真など、あなたが撮影した自慢の写真を応募してください！！

人口 8,881人　男 4,351人　女 4,530 人　世帯数 3,409 世帯　（8 月1日現在）
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美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像
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